








ユダヤ人は】 種の 巧 訝 的 存在 ミして、 世界の 謎で ある ミされ る • 
世人は 誰れ もが、 この 問題を 口 じする けれで も、 悉く 概念的で を 
巧を 把握す る ミころ が 無い。 巧々 新聞 雜誌じ 巧 載され る もの も あ 
るが、 批 卿の 價 値さへ ない。 それは 則ち 文が 資料の 寡少な こご >、 
これを 獲稱 ずる じ 容易なら ざる ものが 有る 故で ある。 

本書は、 晋が围 お 思想 研究所 一分 派の 化 事た る 民族 問題が 巧の 



立場から 特に 入手 ザる 資巧 をを 巧 ミして 僅め 上げた ものである。. 
元ょりか々 たる ル册 じして、 完壁を 期す る 能は ざるは 言 ふを 俟た 
ない が、 然し、 世界 主要を 固 じがけ る ユダヤ人の 势 力、 分布が 牆 
ぶび その 動向 じ 就いての 巧 資料た るを 疑は ない。 
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第 I 章游論 

.たお CHV ; はを で 最も くべき 民？ ゎる •ク ィグズ ほど 0 お もない 
でこぼこ しれ 巧 巧に •おか (ユダャ人の 或る 大巧 家の せがを 巧へ ば) 

の やぅ じ 化んで 

& たを い 羹や糞 ま C しかす ざ や •餐 かな w 養 Q す •ない 港を つて ゐな 

々つた 寫忆 彼等は 人巧敢 巧の 文 巧を 作ら 曲し ねので あつち 大 ホ网內 のさげ すま 
れ た】 巧 ± じ しかす ぎを < て •當 時の 巧が おぶ が衙 巧を 記述の® 飽 さへ も設め なかつ 
たは ど •.な -i ゎ 6 をで あつぉ 時忆 •彼等は ミ C はを の 征冀 たちを 征 股し •今 H 
では 世 ホの 巧 巧に な ホされ て ゐる宗 おを 巧 見した ので ある。 

諸 巧 か 巧む と 巧まざる とに か、 はらず •彼等が •あらゆる 民 巧と ょいは なくても、 
* いぶを の 上に 現れた 巧夕の 養ょ らも •はるか じ 卓ち た 天 巧の 雲を 持つ て ミ 



事責 は’ 巧び ともをを する ことが 巧 ホない •さんざん ネ苦巧 巧に ひし がれて きても： 
一巧の 民族と してを き 巧つ てゐ ると いふ 巧 巧 こを は •生 巧みは つて ゐる 生活力と •不 
巧の 巧 神を 實巧 する ものである。 

が 等 ばか 6 が 俘 因 や •巧 盧や •廬 巧を やる 人々 の巧蠻 巧を にょつ て' 屈化ク 甘ら れ 
て さた 民族な のでは ない •多くの 诗族や 民 巧は •をれ ぞれ 仲間の 巧 虔や貪 あのた めじ 
巧 まされて さた •ある ものは 巧な なお 虐を 他に 化へ て 生き 巧つ て ホね •わるものは 完 
を じ 巧 じし •征巧 ホに 併が されて しまつた •ア メタ々 •ィン ディ アンの やぅな々 巧の 
ものが、 がが をたち のが 護に ょつて 生 さながら へて、 哀れな 巧 巧に なつて 次第に 巧々 
して ゐ るので ある。 

中せ 紀のィ V リス じがけ る ユダャ人 虔 がを 記述して ゐる クオ グタ r •ス n ブトの 言 
葉を 引用す る をら、 

「この 時化の ユダャ人の やぅに、 閒 巧ない •普 巧 的 •苛酷な な 寒の みを とを つた 



民族は •天に も •地 じ も •おにを がな しては ゐ なかつ た。 さはめ て 空かな •また 
巧を 不を 巧な 口 » で、 ぁるひは まるでな 巧 無 巧な •巧 も 葉 もない 非 巧で、 彼等の 
生か や S まは •民 ホの が あのせ < ままに •をの 面前に おされて ゐた •ノグ マン 乂 
チ クソン 人 •デン マー ク乂 •プブ トン 人、 これらの 民族は 互 ひに 反 巧の 立 巧では 
あつたの だが •一つの お 族 じ 巧して 巧大 のが おを をつ て のぞむ •へき だと ま おしれ 
ので ある •彼等を をん なに 化み •風り •さげすみ •掠 ホし •を 寄 しれのは •宗巧 
の甘ゐ だつ たので ある」 

これは キブ スト 巧 會がゐ まね < 信仰 甘ら れてゐ る 31 ロブ パの， 巧ん どす ベての 闽 
々到るとこ々で*お化巧閒にわねるィスラ玉^;^の子等の巧废の、正巧なおぷをのだ》 
しかし •ユダャ 民 巧は その あら 啤 るを 巧に 打ぶ つて 巧た •ユダャ人は 云 十 世が 閒. 
巧 因 •みみの 拷闭 •巧 辱 •巧を •大虐 巧 —— これらす ベての 巧 おに » へ 巧んで さた- 
そして ホ ほ •田家を 巧の 時代に 巧け るょ 6 も •おに 巧で 五 化で あ. cZ 勢力は はるか じ 



震 w 化を 後 巧な ので ぁる •彼 巧は をの ほ 巧の 巧恃を 化つて 巧た •をの 闽民的 巧 統を固 
ずして ホた •ッ "モンの まを のが 巧が モリア 山 じが やいて ゐた 時と 同じ やぅ じ •やは 
6 その 宗な的 倍 仰に 巧 化して ゐ るので ある* 

が 等が 完 をな 絕 おから なれれ ことは •巧ら くを 茜が すぺ ての 固々 で 同時 じ】 巧 じち 
ら なかつ たとい ふ杂實 にょるの でみ らぅ。 ある 主 化で •巧 あと 巧を とががん で •ユダ 
ャ 人を 虜待 する 時 じは •化 等は いつを 化の ± 地に 避難した。 ョーク の ィナ クがィ ，ホブ 
夕で •巧 信 的な 聖巧巧 ± たち や •强 をを 王 や •王の 我がを たもの ホで •拷問と 巧 刑を 
もつて 巧嚇 された 時 •彼は ム ー ア 人の ボア プ ディ グ のをを じ 逃れた。* ブス ト敎の 化 
巧が •無力な ま 巧 まや > 無を なを 倍ない おを に值 さかけ てキブ ストな 巧の 一一 大か會 
の 普 巧め な 巧 巧に 巧して 巧えざる ホ 巧と a つて ゐれ信 化を •錶 がする 目的で • 9 — P 
ブ パの ユダャ おな たちを いぢめ 抬 めね 時 •マホ メ ブト 巧» 巧は 彼等を をの® ホに 巧へ 
て •巧證 ゎ 巧へ たの だつ ね。 



ス ペイ‘ ン 祭な 巧钓巧 (spa 己 sh Inq&tio ろ —— 人間が かつて# へ 曲し ねる も 巧を き 
はまる おが だ—— がな 巧を あ 害して おな にがおし (セヴ イラ だけで も 巧 千 人の ユダヤ 
人が 巧され た} 二十 巧 人の 生き 巧つた ものを 追 化しれ 時 •一が はか 班 や ポグト ダグ- 
を の 化の 3 — ロブ パ 巧 固に •大巧み はトグ 3 に迎 へられた • が 巧を 巧 巧す る 巧れ が 
ゎるといふ假をじょつて， ドイブでお巧に虐巧されれ時じは、 巧百巧のお太乂はポ！ 
ランド じ 避 おしれ- 

中央 31 ロブ パでは •ド イブ 人の 不 巧が 巧つて 追ぶ されれ お 巧を して 手近に 巧 巧 所 
をみ つけさ 甘る お あとな つた •「大公と して 振な つて ゐ る」 I ド イブ 人が •ユダヤ人 拼 
巧をやると/ をのお巧ひじみれ憤化の目おと^:^つれ彼等ユ ダ ヤ人は. をの吸ぶされた 
な 因の 巧 巧を なえて •とならの 大公の 巧 地へ 进れで •みじめ だけれ ども •しかし 十 か 
なる 巧 謹を 巧 へられれ のだつた。 

巧に • t ブト ラ— が ド イブ B 巧で ユダヤ人 たちを •をの ス 巧 じょつ て かちえれ 巧 巧 



卞 •へてから 追つぱら つた 時に •フランス や •ィ ブス や、 ァメリカ や •ォランダ ば、. 
ナ ♦夕ま 巧に あかされた 人れ ちに •をの 巧戶を 巧く 開いた ので ある •ながは 此の あ 巧 
された 人 ♦じ おる る 時 じは いつでも をの おを 巧いて 通ら 甘た し •たと へ 巧 じの おは 化 
♦巧き きつね 炎 おの 巧 巧 じ おつて みちびかれて ゐね にしても •彼等は 化の 追 ホの 手 か 
ら 巧れ て •十み を マナ (神 巧のを み】 をが つて •筑 とまの お當 なみ 配を 巧る —— とさ 
には あみな々 巧 すら 巧る —— ± 巧に •旅を つ夕 ける ことが 出 ホて きたので ある。 

化 巧は 神の a ほで わると 主 巧す る •彼等の 巧くべき お 化の 一時期に ついて 巧 さへ す 
れば •をの ま 巧は たしかにな るは どとぅな づ かれる ので ある •彼等は 神から 人 巧に を 
られれ を大の 天啓を 傅を する 化かを として 神 怠 じょつ て进 ばれた の だ。 ホく の 巧々 は 
その 歷 たのる 程 じ 於て がか 巧 の 目的を 人間に 傅へ るた めの 天の 化を として 巧 へられて 
ホた •この 巧 かどの 固を 逐 なする かは •あるが 別な 巧みを 持つ 国に 化を される ので あ 
る •而 してを の 使々 がま 巧され る 時. 化の 西が 次の 化 巧に 巧 ばれる •しかし •か < の 



かき ホ 巧を 巧 つれ 巧々 は •すべてみ な •我等の 巧 命を 巧る 大ま權 巧 じを ねられた « 巧 
じ、 適度す る特 をを がつ てゐ .るので ある •ところで •乂煩 じ 示された 巧 もな をな •し 
かも 同時 じる も 反が 的な® 的莫巧 IV •人 晒に 傅へ る ことが •何故 特別 じを ねられた か 
をの 靈的見 a . を 巧 時化の お 育の きびしい «挣 さ •不 境不 巧、 一巧 黄 巧を ゆだねられ 
たこ t のた め 化は いか ホる 犧 巧を をはら ふ おおの 力 一 それを 巧 解 甘 やじは. ユグ卞 
民 巧の 巧 化を しることは ホ じ も 出来ない， 

しかし •ユダャ人の 歴 化の 中で •を も おろなる ことの 巧 表ない 不思 巧は •をのを 耐 
力 •巧 ほ •をれ から あらゆる 時化 —— パ ロ から フアン スト じいれ る — を あじての お 
含の 巧し さな どで ある •が 等の 巧 制は •をが では ホ ^ てる •まに、 ユダャの 一巧ち# 
をが 巧し T な a はユ ダ. ャ 人の ものである」 とい ふ 彼の 言葉を ぅけいれる W 民から 在つ 
てゐる •寺院の 中に •街頭 じ •家ち にな けられれ 神た の 中に、】 人の ユダャ » 人の A 
が* られ て&る •彼等の 最も 有カ ホ敎 食は 一ち 渔 夫の 非 巧に 硕 いなせの 上に 5 ち gv 

み 



ス 

られ てゐる •世 ホで 最もを 化な 大を 巧め のぅちには •巧し い ユダヤの s ホね ち や • 
ホ 等を をち しせ 巧した 巧 人れ ちのを 巧を •おを のた A じ 巧せられ てゐる ものる ある* 
ユダヤ人の ホを は、 キブ スト 致 田を ± で お 巧を の 集を のがで 巧 まれて & るし •まれ 學 
巧で 子供^ち じ 潰 まれて ゐる •をれ だのに、 を！！ は •この 偉大な 靈 的の 巧みた 巧し ね 
民族を •みな 化る 化る あぎして ホれ ので ある • 

キブ ストな 巧れ ちの ユダヤ人 いおめ は •人 巧の ホ 盾と 巧な 巧手を A ら はすみ も顯着 
な 例で ある •さら じ 一巧 說 巧の つかる < なつて & るのは* キブ スト 巧 田が ユダヤ人に 
巧 へれ 待 巧と •マホ メ ブト お 巧の 支配 下で 巧 へられれ それとの 巧 化で ある •マホ メプ 
卜 おは-一 おに、 をの 信仰が 巧の 働ろ でを なじ 傅 巧され たもので もる と考 へられて ゐ 
る •をの 巧 巧は 偽 神め ではな < て •むしる 巧 戾的ゼ とお 口を 宮ム 巧から 首 はれた •し 
か L ながら、 キブ スト も マ* メ ブト も 共に ィスラ エグの 神の 巧の 通譯 だと 看 化した ユ 
ダ 卞乂に •最大のを な 的 白 由を 巧め て やつた かは •巧戰 的な マホ メ ブトの 弟子たち じ 



名を をを はせ るを ので ある- 

サラ セン 人もム ー ァ人も •辕 をの 閒 じある ユダヤ 致 徒の 巧 巧には •かしで 巧 巧し な 
かつた •彼等は 同じ セム 人拽同 ± じを か 上の 完 をな 自由を がす ことを 誇ろ じした の だ 
クた •この 政治家 的を 媳巧 によつて •彼等は 大いに 巧 益を 得た ので ある •ユダヤ人は 
資巧じ も をんで •をの 支配に 頭 巧を 《 きんで た。 巧 巧 や あ 術 じがいて •巧 巧の マホ メ 
ブト か 巧が •彼等よ ろ ももつ と 巧掛な キリ ブト か 徒の 觀爭 者よ 6 •.はるかに すぐれで 
ゐ るのは •ユダヤ人の おかげな ので わる。 を 時のを 大の咨 をで •恐ら < 中せ紀 で*^ 
の 巧を だつ た マイ* ニ デスは •を 巧が 師 として サラ デインに 抱 へられて ゐた ユダヤ人 
であつた •车ブ ストな 面は 巧 侶の 推力で ユダザ 人^ 巧 聊を化 巧し •巧 限した ことによ 
つて •をし くな つれので ある •夕 くの ユダヤ人が スペインから あはれ、 つ ひじ ポグト 
ダグから もを はれて •トグ 3 に 进げて ホれ 時 •彼等は 皇ホ パヤゼ ブトから •彼の 巧 ± 
のをを 巧 やすもの であると してな 迎 されれ •ユダヤのを 者ね ちを あかずる スペイン 人 



の 思 かさに 巧す るち がは •今日の ホる 3 In ブ パの 支配を たちのね めじ •さはめ て* i 
巧 巧 さ ことで もる。 「諸 巧は スペィンの フユグ ディ ナントを •巧て 資巧 をを まだと い 
ふ。 自 みの 固を 貧し < さ 甘、 巧 等を 皇 かにして <れ た 巧を CJ 回 お 巧で ユダヤ人が 非常 
じ宽大 にが 遇された のは •わ をら < アラビア 人と ユダヤ人が •ともに な 巧な 信 W の 父 
アブラ^ムを、 巧 先に 持つ てゐ ると いふ 事實 にょるので あらう。 

ョ》&ブパ乂れちの閒で、 ユダヤ人に巧して抱いた特巧な永年のかおは' いかにし 
て說 明す る ことが 出 ホる だら うか。 この 巧 間は •逮い 昔の •またと 提 おされ さう じる 
ない おお 的啼巧 じついで •無益な 巧ず ふを 巧 足させょ うとして 訊ねて みるので はな 
い •をの 奇で •ユダヤ人 かおの み 巧を •巧 巧な 人閒 に巧染 させる マラ ブア のなか •卜 
グ クマ ダの 時化に したのと 同じ 巧し からの 巧々 しさで' 致命的を まを 持つて •今 H を 
等の耳じぶんぶんがつてゐるのが脚ぇるのでぁる《 

をな的な預ホは、 ョ J ロ ブ パ を闻じがけるあも巧蠻を巧あな ユ ダ ヤ乂攻 巧 じ 巧 し 



で •夕梦 の 寅 任が ある •を 致の 巧 違が •今でも グ グ—プ や团體 巧のは げしい せ惡 や， 
反目り たねと なるとい ふこと をみ らうと 巧へ ば •アィ グランド"^ で おかけ てれき さへ 
すれば をを ろる •フランス じ 巧て •かつて 鼠を か 裂 さ 甘 •おか 固を はとん ど 巧 巧 させ 
かけた、 あの 反 セム 人種を 動のう •ち •.ある ものは 敎 巧の 信を たち じょつ で 煩 勘 されれ 
ので あつた •おに キリスト なをの 反 おを 巧いた ユダヤを の お较の 一つは •が b 剔んだ 
化 じ 巧ず る巧統 的な 嫌 巧で あつね。 ィスラ エグ 人は、 異邦人の 巧 化 巧拜に 巧して •長 
い 閒中反 巧して ホた。 をれ だから •ホ 巧の 中には •いかなる 巧 刻の 化 や 衷巧も 恩 < こ 
とを おじれ。 偶 化の やうな 形を しれもの や •偶 化历群 にを ると 考 八る ことが 出 巧る や 
うを ものを、 なんでも 巧棄 してし ミ ふこと が •キリスト なをに とつて は •罪と して、 
主た 無法 さは まること として 考 へられた ので あつた。 しかし •か、 る 助で •ユダヤな 
の態度は、 リフォ1ムドおの巧をのをれと巧違してはゐなかつれのである。 ク。ムク 
主グ a •をて* タヤが さう であ つれ やうに： がを 的な 巧が お獲まで あつれ。 を かな 巧 



ご 一. 

が巧クた巧， ィツブ1グ乂は* をの>1||4^に巧化のおこることを大いに巧がしれ*を±£ 
改巧 またち は > 0 巧の 自由と •を A 反 巧の ために 巧つ た •はじめ •化 等の ホ这 はな 現 
した かの やぅ じぶ えた •巧 爭の巧 巧 じ 色け るグー ブグの ユダ卞 人に 巧す る お 巧は •友 
を 的 だつ ミで ぁ •《• かし •ュご 人は 再奚 01 しなければ ミな かつ わ •をの 巧 
化の 理由は. ィスラ よグ人 じ 巧す る 反 巧が •を じを る ひは まとして •をが 的な もので 
はな かつた とい ふこと を 巧 巧して ゐ るので ある •ド ィブでは •宗を 巧な な 信じ 巧 一て 
は •それが どんな 方面から 巧る もので あつて を 巧 巧す る •巧 乎た るプ P パボン ダが あ 
る •それは ナチ スま をの 巧 巧で ある 祖苗 巧に 一を しないと 考 へられる ので ある •しか 
し、 また •この 目误 は. ユダヤ 乂忆 巧す るか 巧の 巧 巧 化 •巧 力 化ぶ ると るな つてな 

ち 

問 巧の 巧 元は •後を が 巧 世 だた つてを •いかなる ± かじ 住んでも • 1 つのみ 巧した 
特 巧を 民 巧と して、 をの 化を を 失は ない ユダヤ人 のかれい おおの 中 じ •ぶ 曲され る じ 



ちが ひない ので ある •化 等が をの 起 巧が 巧洋 人で わると いふ ことは •をれ は どたい し 
たこと ではない •ョ— ロブ パ 人は •ち やう ど セム 人 巧の やうに •やは々 をの 巧 ぼが g 
巧 人な ので ある。 ア ー リ ヤン 人稱の 巧が ながい 化が •化 曾の 中 じ 巧れ て ゐるグ —リン 
グは •彼の 先祖が •もとを と 巧 しめられれ ユダヤ 入と 同じ 大陣 から ホた ことを 見 曲す 
であらう •アダムと ィゲは 共に アジ 卞 人で. ヤぺブ もろうで あつた •ユダヤ人が 义巧 
苗ち としての 化を を 巧つ ことを ま 巧して ゐる やうに 見える •とい ふ廣 逆から 禍は來 て 
ゐ るので ある •ィゲ ブス 人は ぞくの 入 巧-一 •プリ トン 人 •ゴ 1 グ 人、 アングロ ザクブ 
ン 人 •デン マ ー ク乂 •ノグ マン 人 I の 混合で ある •しかる 彼等は I つの 民 巧で も 
る •が 頭が 巧い かなる 時に るィゲ リス 人で ある •人な 學 まは •彼等を なや 巧 まの 巧 候 
で •をのを 巧を 迪る ことが 巧 ホる とま 巧す るか もしれ ない •西が はまに ヶグト 人 •的 
で •東 巧は 巧 巧 的に チユ ー トン 人的 だと ま 巧ず る •しかし •ブン 々シア 巧 働 者は •グ 
ントの 人と 同じ ィ，* ブス 人で ある •おな の 人 « の 中から •み ホ W はな パ ー セントの ア 

こ 一 
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一田 . 

メ ，々人で ある 一つの タィプを T 曲し ミる J かし •ユダャ 左、 いつ 主で たつ 
て もユ》 卞 人で ゎ & す 世紀 0 上閒 にご； ナ からを ち 《時ち をのぶ* こ 於 

いで •寫 C 於 S てまた 養 的な 妄 3 襄 いて •言を < 音へ ブ 3 ィろ ので 

ある。 

み 放は 薑 置の 团結 をを させを なかつ た •かへ つて 固めさ サ 化ので ある •こ 
のな む 所なん か 眼中 C も虽 かない 不屈な 民 巧 ま 巧は •地上に 住む 化の すべての おなか 
ら •ユダャ人を 芭 がする •巧 寫な賓 であつ た •馨は ひろ 之ん な 墓の 含と 
畜 する 人に f ことを おむ ので ゎ ミ 彼 SH デ r でを ミつ て ゐた巧 化の 
わ 疑れ もの やぅでは なか つれ， み！！ されね 巧 ま 中に f 、 人 g 的む か 化を がちれ 
のでめ つち： ブグ 寒の 一馈 をち るち この 隻が •ニモ 年な 上 喜の アッ. シ ，ア 
置の 捷 ちち やん と 蓄を货 した •まわさ ぅする ことにょ つてを の 王 W の 

支 巧 おおじ だ 巧を お 巧' さサれ ことが 巧て ゐ る。 



「こン かくて ァーシ rl ユ 。ス至 じ IS ミちが 齡 のが 州に ある 諸 民の 中ろ 齡 

されて 別な たな .〇 を&ジ 民を •を Q 裝 は， f が Q 氏と-^ •また 王 も 

法を 巧ら や •この おに これを がし わくは 王のを じあらず •王る しこれを 觀 とした 
まは 义 •巧 <は 彼らを 巧ぽ せとが くだしね まへ OJ 
彼等が 巧 巧し •遵 ホした 留惯や •儀 まや •主義 や •また 道 淀な は •.彼等 自 みのもの 
ミつ て •をの 巧 人の をれ ではな かつち これが 幾 ホの 養薑 おの 崖 じあつ たの 
ミミ ミ 例では •をの 誘因が 習 S で， で こを つれので あつちし かし •え 
な 巧 巧が な 息を 巧させる ことは なへ ぶいので ある。 ユダヤ人は 排他的 じこの 孤立主^ 
をと るので はない •をれ は 彼等のを 図々 《一致した なが だつ たので、. 馨 はこの ィ 
スブ 玉^の 子等の か 巧を 巧 おにし 永 巧 させた ので ある。 中世の ユダヤ人 W は •み K ^ 

ゎ 曲 おとして •壁で ぐ S 芝 一と. 〇圓 まれて ゐち馨 は 詹を異 が 人の 詹と雜 おさ 

サる ことが がされな々 つた •ユダヤ.，^ 町は ユダヤ人の 考を おもので はな かつた •ち 
# 



化して ゐる ユダヤ人た ちを •化の ホ ほたち から お離して ほ < ためじ •巧々 がた くらん 
だので をる •かつて スペィンには •ユダヤ人 ばからの 集 随が言 五十 ぁつた。 ス ペィ 
ン 人は 誰も ユダヤ人 咕 じな まなかつ たし •ユダヤ人は 誰る をの 町のを とじ 家を ホつ こ 
とが 巧 巧な かつた •この 阐 おの ある ものは 自治を して ゐ たし、 あるを かは 中 化が (现 
巧で もさぅ だが) の 31 ロッ パの 巧 勘を たらに あてられて ゐた地 なじ 巧べ て、 決して 
ちまし < はな かつね •しかし •大が じがいて 彼等は 巧 巧な 目にあは されて ゐて •み じ 
A な ユダ卞 化 民れ ちは •不幸と 巧乏の 中で 巧し 合 ひへ しを ひに されて ゐ た。 彼等は ど 
んな ところで も ± 化を 持つ こと や •巧 作を する ことが をされ なかつ たし •をれ どこる 
か 田を じ 化む こと さへ 詳 される かつた- 

中世の* グ ドは 彼等が 巧に すぐれ 记 技巧を 學ん だろ •が 巧し ね 6 する ことを 巧 じ 
た •な 巧の ために •彼等は 巧 巧 やを 巧 菜に お a やられた •いね づら にな 化を がかせ. 
みす ぽ らし < させ •つね じ 巧 かぶな 誰 おでは ない 国の ために •彼等 かが ふこと すら 卽 



されな かづた •か、. る巧沮 で' 彼等を お 巧ょ ば はらす る 中 巧は •わょ をす ベての 惡口 

のぅ もで を 上等の ものでぁる。 マ 々 ビ J ス 家を化し* シ— ザー が H チ プトで トレ ミ ー 

じを 巧 されれ 時に •砂 おを 快 かつてみ 巧 R をを つて •差な つたを をの 中から 彼を 救 ひ 

だしね 民族なら •ホ 巧の 巧 巧で 巧つ た 民 巧と 同じ 巧敢を 民族な ので ぁる。 かつて スぺ 

ィンの 王れ ちは •自分の 軍 巧じユ ダャ靑 年を 入れれ。 トンドの 化 化を ァグ フォン ゾ十 

一せ は •四 巧の ユダャ おを を のぞ 中 じがつて ゐ たとい はれる。 しかし •彼等は わ ほむ 

ね ぁらゆる «柔 や-巧 おや •巧 利な を 菜からは 辨 おされて ゐれ •キリスト お 酉の いづ 

れの主 化で も、 巧 等は 普 おの 特權や •化のを たちの 巧け てむ る 巧 民 おさへ も かおされ 
♦ 

で ゐた • 

な 等が をの 化む ことじし ね 田に 對 して 不忠で みると いつて ホ 蒙す る 人れ ちは、 正さ 
ホ 待 あを 輿へ ね H のためには •巧 力を 求められた 時 じは •いつも おら 中 力を つくし’ 
« つて きれと いふみ 責を •ぁいじく みらない の だ •フランス 巧みは ユダャ人に 巧 等の 

ー セ 



« 巧を 巧へ ちそし VJJ § と 年に パ？ にお 集した 有名な すご ド ブムで •.九 •ホ 

ン オンは を 琴を をを をを 蒙た？ ある。 を 0 寞 •爱 され 5 ランスの 

ユダヤ人 たちよ クも f しく •フランス 夏の ためじ 稱 つた フランス 人は •苦 ミ 
ホ かつた •永い 閒囊は イギ， K ホ 国で 完 をな ホ 民 權を 巧 へられて きわ •か •霞の お 

ま奋 巴の 吾と に •蓉待 資忠 巧と 讚を で额い T さた 0 であろ 琶 世ホ畜 
まど/でれ が、 まざまざと 塞 ミミとは •芝て 無 か ミ。 大晋じ 主 ブス 巧 
度で •管 巧 やかし い蠢を 立てね 窒は •才— スト-フリァの ユダ 又 •モナ 

き ミ。. .7 

拿は •トイ 7 塞 まを じ 傾さ、 董 ま謹窘 謹を 企てて ゐ ると 雲され てゐ 

る ナチ スのお 導 おたちは" シ ヤのポ こエヴ イズムを ユダヤ人の 陰謀 だ とじてる 

- • 々 1 ^ • マ グ ク ス の巧物か ら抽さ 
曲され ね ものである こと や、 恐らく •もし ボこ ユダ イキ 塞が： タントン や 力： 



•■•巧 ホ •ぞか 軍 巧のを 大の巧 巧を たる •巧才 の ユダヤ人 •卜 n ブ キイが ゐ なかつた^ 
らば 巧し 巧され てし-^ つで ゐた かもしれ ない。 」 かし •か、 る ユダ 又閒趙 の批舒 
穿 ♦ ユダヤ人 力 あまにが I て ロ シヤや ド イブの やぅな 因々 や* イゲ ブスで さへ 
を •化の いかなる 民族ょ ろ も •おか 的 不ホ等 や •を 業 的ぶ がを •一巧 的へ なんでき た 
とい ふこと を •なれて ゐ るので ある。 を 代で も、 n シアの ホ 巧 統治の 問 や •さら じ も 
つと 塞では •デニキン や ゥラン ググの 時化ち 中世が の 虐殺 じ もま さる •ユダヤ人 
じ 巧す ろが ろしい 養が •靈 された 含つ わ。 人閒 Q 冀 的な 瓷を 霊して わさ 
ちら •を Q 人から 蓋を 賭して Q 忠 をを 巧季 S 樵 利が •いかるる 國 にわる だら ぅ 
か •立 波に お 甘ら れね ユダヤ人は •どこの 巧で もを 巧な ホは をので ある。 

みは 宗お 的る •あるひは 民 巧 的を 巧 立の デ レンマ じついて 考 へて みたかつ たので あ 
る •夕 くの 巧 おな ユダヤ人は •民 巧 的な ユダヤ 巧 巧 闽必を お ふとい ふ考 へを 持ため り、 
5 じを じて ゐて •イスラ ユグ はが 化の 宗 巧で あつて、 別個の 圍 をでは ない としで ゐ 



る •現 化 ユダャ人 巧 ゆ おも 巧大 なを 治み で •巧 茵ユダ ャ盾巧 巧 運 励な 巧み (world Z ぞ 
nistorganization ) のを 長 ブイ ズ マン 巧± は •辛酸を なめ •巧を とおが とお 遵 とを もつ 
で •が 巧して ゆく ことじ 巧 力して ホれ ので あるが、 をの 結果は 長い 目で おなけれ ばな 
ら ないで あらう が、 ユダャ人れ ちを 彼等 白身の 巧 尚 じ 住む 別個の 团悅 として •もう 一 
巧 文化の 巧 おにち がさ 甘る ことが 巧 ホる ので あらう。 

巧理 的な 阐家ま 黄の 巧 神が •せが 中で 巧 巧の 巧戲に 到達して むる 巧 化に •固 ± をが 
たずして 固を 持たう とする あ 程に 巧这 まれて ゐる •イスラ ユグの ホ 巧に 巧す る お險を 
かはもやん-^^^つてゐる. をんなが巧で、 巧一のあ巧を彼巧が化んでゐるとこるの異 
ち 巧の ためじを がつ < すべさ だと ま おする 班 巧 は •入つ て 巧た 巧と 同化す るが 向の あ 
るか ホの 巧 まだん 見られ 易い もので 於る。 

ブイ ズ マン 巧 ± は 化の 孜化 あを 巧れ る アイ グランド 人の おを に、 が 飼と 巧 巧と なる 
解を ゎ挥し 巧た のだつた •アイ グランド 人は 最も お 巧る 巧 巧 的 民 巧で ある。 掛 世紀の 



度な は •をの 巧ち & をい よいよ 巧め てされ •アイ グランドは 今や 白邑の 覆を を自 おじ 
圓 がする ことが 巧 巧る ので ある •をの 子女たち は アイ グランドち 巧の 巧 へられた 才能 
と 抱を によつ て •ブイ グランド 固を 逆設 する 白めと 巧を を 持つ てゐ るので ある- 

化の ± 地に ゐる アイ グランド 人は' 化 巧に むる ものの 四が で •これらの 主 地で 彼ず 
は繁 巧し •幸福を 巧 •巧 人と 我 しんで、 はとん ど 同化して ゐる •をの 致で •彼等は イ 
y ブス じ 化 居を 待つて むる ス n ブト ランド 人 や •ク H イグズ 人 や、 义スゴ ブト ランド 
やクユ イ^ ズに 住んで りる イ •キ ブス 人と. ちつと も 違は ホい ので ある。 しかし' アイ 
グランドは 巧 固で あつて. 彼等が をの 民族の 家 じ 巧す るを 倘を 失は ない とい ふこと 
は、 巧 巧の イ y リスを 巧す る必 のがが さを ちつ ともお ひは しないの だ •しかし、 彼等 
の 巧】 のを 巧は •をの 生 巧して ゐる ± 地に おけられ るので ある。 

幾千 巧の アイ グランド 人は •自 挡內じ てが がのは 族と して、 闻の述 をを 進 巧 させて 
《る •を こでは 塞の 巧 巧な 巧 巧で 特巧 タオ おが-をの 力を をが する のじを も 巧 



しね 巧 巧の もとに あつて •せ 巧の 文化 じ アイ グランド 民 巧の 巧 得の 貢な をして ゐる •- 
がを アイ グランド 人の ための アイ グランドを 設と 同じ やぅに > ユダヤ S 巧の ためじ 
な# の 祖国を 途設 する ことが 必 巧で わ > •を こじ ユダヤ人 巧 巧の 文明を 巧 巧して •化 
ホ 文 巧の ためにち 巧す •へきを おがが なする ので ある。 

而 して 現を •お 等 ユダヤ 民 巧が を 化の 巧と して ゐ るのは* 地 ま 上 n シア •巧闽 •ア 
メブ 々である •がし ロン ア はなて 泣き 英ホ 巧齒に 於て は 化 然として が ユダヤ 迷 励が 巧 
巧に 績 けられて ゐる •ところで 現な アメリカ じ 於け る ユダヤ人の 巧 力は •巧して】 肢 
に なめられ イゐる お 巧に ある や 巧 や •巧 巧に 說 巧し よぅ。 

ま I 妄 ユダヤ 民族の 現が 

マン チユ スター 大學現 化を 致 巧 H グ •ビ 1 •ナ ミア— 巧 ± はユ ダヤ乂 あを じが さ ホ 



の やぅ！,； 述べた • ' 

「曾て グイ ま 化の 诗 •か 君 だ 巧，, ,1" ツバの 窒は 含の 賽 、む になつ ち 

而 して. ド イブの ユダヤ人が がを 打たれる と •化齒 の ユダヤ人を をる く ユダヤ人を 
巧のを みが ふ 配 じな 6 巧した」 

ナ ミアー が ± は、 勿論 英阅 じち 化する ユダヤの 巧を なる が •ドイツ じがけ る ユダヤ 
乂排 巧な ホ ユダヤ人の 游 ホを 受 ふるを はね 义 ナ，、 7, 巧 ± だけでは ぁるまい。 現な 

アメタ*胃0 ユ 養 <かかか&養と不ま0ををちてゐる赛は髮でぁミ 

ナチ ス •トイ ツに 於け る お 化な 上の 虐待 や •ドイツょ ろ 追 かせられた ユダヤ人 致 巧 じ 
ホ 曲した パ t バート •す ミ ユユ^ 巧 (元 i 內巧 •バレス タイ- ン巧等 難み 巧 •ち も黨 

窠 長れ ろしとの 雲に を 雪る 米 胃の ユダヤな いづれ を お 會ピの 寡 お 

ムて 一抹の 不 まを 旌 がずに ゐられ な ミつ てゐ る。 而も この 菱るや 現下 畜 じを， 
る巧會 生を に 巧な から のぞ 巧ぶ 及 ぽす可 おがが ぁる。 



】«> か 巧なる！ ■寒に ぁつでを w 內の少 おみ 子を 巧に 巧 巧の 下 じ* くことは みして 
巧 ましい 巧で ない •必ずや いつわは をの 篇をも わらす であらぅ •あ ホのを はやが てが. 
巧を 巧み、 な 巧の 少 かみ子は •だ 勘 的 にれ 巧 & を 多み じ 抱 < に まる •をの お果 •現が 
のか <フ マッ ごのた A に 人間の 巧始的 威が を香寫 する 時化 じ 於て は’】 菱巧 
み モの不 巧は 巧つ て凤 家に とつて ホ ♦しさ 巧 巧を お 巧す るで ぁらぅ- 

フブン ズムと ユダヤ人 か 巧の 两 巧は みして 偶が ではない •巧を 巧な かにを 供す る も 
のな < 方の お 巧な かじ 田 おを 納得させる ホ 段を 持れ ない フプ ン ズム は、 をの 目的を 巧 
巧す るた みには か 巧が 必巧 なので ぁる •ホ 言 すれば •ブブ ッズム の 巧みは 巧截致 おで 
ぁり •をのれ めの 巧 口上は •巧ち 力の 必 巧を 巧 巧す る 巧で ぁる •ユダヤ人 化惡は •巧 
に ナチ スが巧 巧した か < 、巧 物の ための 口 寅と な*^ •ユダヤ人は 力の 巧 巧に おせられ 
わがけ である* 

從 つて フブ シズ ムを 嫌惡 する おは ユダヤ人 巧 巧 主義を 恐れる であら ク •面して この 



ユダヤ人が 斤を 巧れ るが ホ じ •ホ 巧 巧の ユダヤ人は •か、 る お 巧と 巧 放す る！ B ♦なる 
が 件 —— 例へ ぱ 彼を 白を の 恐 巧 公な どが をれ である I を 巧れ るので ある •ユダヤ人 
巧 巧が ブブン ズムの 手段 だとから つ、 を •ホ 固內の ユダ卞 人が •か、 る 巧 巧の 米 g 巧 
への 浸を を 巧れ る わけは 前述の か <考 へられる。 けれども •現を 米团 にがて かな 太 a 
動は、 彼等が 巧れ る ほど 化な 的に 巧 化されて ゐな いので ある。 

而し てこ、 で アンナ •セ ミチ ズム •卽ち セム 人 排斥 •巧 萬 的 じは ユダヤが 巧 巧 想と 
は •おお 的に 一般 現を であると こる の ユダヤ人 じ 巧す る 潜在的 偏見を 云 ふので はな 
い。 ホ闻じ わける ユダヤ人に 巧 イる巧 見は 少 ぐと を】 六 五 四 年な ホの 現を であるが、 

か、 るが 巧が】 巧 的で ない 無 巧は •を 化 じがけ る 化 巧® 體 •巧 校、 化を 化に ユダヤ人 
のぞ おする 事 度 じお^ 甘ぱ 白ら 巧 か だ。 化に こ、 でち ふ アンチ •セ ミチ ズム は、 が も 
"ンア ホな 時化 じめ ける がかく •ぶは 現在 ド ィブ じがけ る がれ < •ユダヤ人に 巧す る 
な々 的な 巧巧虐 がを をね らした ところの 巧を 的 民族的を 巧 巧を 息 ホす る •この 息み に 



於て アメブ 々には アンチ •セ ミ チズ ムは存 化しない ので ある • 

1 冗 ホ. アメリヵを ホ 固は 宗 なの 自由を おめ •セ ミチ ズムじ 巧す るを ぎは •な ホな か 
つれ。 ホ网じ 於いて 信な のを 害を 表 つれのは •十と 世紀 じがいて ク H 1 々— 巧な と パ 
プチ ストを 巧で ぁり •十九 あだじ 於いて アイリッシュ •ヵッ リブ ク信 をで あつね。 ホ 
をを の 間 •ュダヤ人は 植民 時化 じがて 多少の 司法 上 成は 政治的 束が をを けたろ •成る 
地方 じぁつ ては 化を 的 束 巧を 受けれ が •ホ だ 曾てを 害を 装ら なか つれ • 

ところが、 せが 大聰 じを かした おお •ホ 画の 围家ま おの 反動 じ 加 ふる じ k , k ， k 巧 
社の 運 脚 じ 影 巧され、 ュダヤ人 排巧 運動が 巧が を而 化し わ •而 しそれ とても ホ 化を 巧 
るが ごとき 虐待で をかつた •お 時 ュダヤ人 排斥 述蝴の 化 頭に 立つ たのは T デ アポ J ン 
•イン デ ペン デント」 巧刊 及び 其 化 S 十 巧の 巧 巧が 誌でぁつた • 

「デ アポ J ソ •イソ デ ペン デント」 a 刊 は、 白挪巧 王へ ン义 •フォ ード巧 自ら ま# 
とな 6 ち 巧の 資 をを 巧 じて を® 的に ュダヤ人 か巧述 動を 巧つた。 を 時 •有 説を 側 じが 



て さへ-ユダヤ人は せが 巧 股の 巧 望を 抱き •をの 巧 望ま 巧 のれめ すべての 方面に おが 
か 蓮 動を 巧 ひつ、 あると を ふ 說が大 びら に 巧 巧 サられ たのみ ならず、 所謂 「ザ イオン 
長を のをを を」 るる ものが 採 巧裡じ 人々 の 手から 手 じ おがされ たが、 それよ 6 化 年な 
三ユ 131 ク •クオ 1 グド新 巧に よ 6 をの 蔑を 苔の 巧 造なる ことが を 巧され、 巧いて 
へ ソ リ • フ オ 》 ド に巧する名巧致損訴茜のをお等の事件じよ6、 づしもじ煩が的だ つ 
た ユダヤ人 巧 巧 も 次第 じを なし、 現な •わよ を 五十 巧 人が の ァメリヵ人は 、随時 随巧 
に ユダヤ人 排斥のを をに 巧 おして & るが •巧に お ふなる ユダヤ人 排巧 幽體じ 巧す るを 
員は 儘 じ 一巧 五 千 名に 巧 ざない お 巧で ある。. 肺 もを のまなる 脚 艇はド イブの 名 巧に 
て •をな は 巧 ど ド イブ 乂 若し < は アメブ 々系 ド イブ 人に なられて ゐる やぅで ある* 

ナチ 义と ユダヤ人 排巧 

現 だ •ァ メブ 々じ 巧て ユダ卞 乂排巧 じ お 事ず る 掛庶を 巧げ れば 巧の 巧 6 である， 

• ニ セ 



. ミ- 

免づ巧 一を ぐべ さは 「巧 ドイツの 友」 の會 (PI をを。 穿 ミを 歷ろ •であ 
ちフ シン トン 寫 ドイツ 大使 怕 は、 おち 裘を畜 からの 塞に f •この 困が 
の 解を をを わが •をれ K も 巧ら や 同 食は i 學名 Q 貪を 巧す。 を § 巧 どを が 
は ドイツ人 s < は ドイツ 柔岗 人に て 全曼 地に まがを みす 6 だを ニュ ，ヨ 
，ク •シカ V n スア ンゼ： じ 於て を も i 巧 じ 霞して ゐミ がし 元 求 ド イブ •ら 

ホち の 毎 ミ f 、 ； TT 及 ミント グ イ ^ 5 莱振 f は 不蓄な 現を で 
ある： 化 安， 7 支 ニア 用に を も •ト イツ 囊聞シ ユタ， ツ •サイ ツング 巧は 「巧 ド 
イブの 友」 のを じ 反 巧して ゐる • 

nr ト イブのを の會 ちは 蓋 ド イブょ々 お ホせ るフ リブ ご r ソブグ であ ミ 巧 

をは r 巧 —」 (sf Troope 夏‘ 養 RJ (Steel He 】 ョ是 •「巧 曼 基」 (を i 
Wemanh 星、 「寞巧 巧 同 巧」 育 旨 P ? ぉ ョ f 。 ベを】 - i ) じみ 奪れ、 「ち 
至」 貝は ちを 累し了 差訓 なをが ひ、 一ぶ 塞會 をち て ゐる這 兜を は 世 も 



大喊從 巧. 巧 人を もつて 化 おせられね 一巧で ゎる T 巧を々 せ闽」 はまと して シヵゴ ホ お 
なの ド イブが 人を もつ て おぶ せられた 巧が 的 巧 邸を 標榜す るが 人を である T 巧 义巧巧 

巧 巧」 DAWA は •ド イブ 巧 人を 目 場と する ボイ コブ ト涩胁 に 巧す る 巧な 的 

ボイ n ブト 巧 動を がふ 多々 裝力脚 的を おを 巧び た實巧 巧 巧で ある。 

「巧 ド イブの 友」 のをの ま 耍 けは •をの 會良 おじ あるので はない。 現な シア トグ •ボ 
f トラ ンド、 オ1クラ ンド、 チン フラ ン ン ス n , g ス ア ンゼ グ ス じ於て、 僅じ巧巧あ 
のを 員を 有する にる ぎない が •か、 る少 おに も 巧らず •彼等の 巧 励を 決して 巧が 巧 ホ 
をい •とを ふゎけ は、 このを は ナナス 實傅機 脚の 一 細胞なる みみなら ず、 ぶ期刊 巧伤 
を 逝 じて ユダヤ 排 巧を 巧 捏的じ 巧つ てゐ るからで ある。 現に 太み 巧 沿岸に 於け るが ユ 
ダヤ宣 傅は •同を 貴の •出入ず る アリ アンを 店 じ 於いて 化資巧 巧され てゐる •例へ ば お 
巧 ポーク 巧 アリ アン ♦巧は •ド イブ 諸 脚 巧の 中 也なる 「ジヤ 1 マン •、，クス」 のな ひ 
化 じあつた が •を 化 原因 不 巧の 乂义 じを a •をのれ めが ユ ダヤ實 巧せ 巧は ホイ ブト ニ 



ゴー〇 

I •ビグ デン グ巧ア "、ィ 香 巧 よら 供給 せられて & る •巧に ロスアンゼ^ス ホの ア义ア 
ンを 店は 西が 十五 巧 六 S 巧を 化 じぁ 6、 南 加州 じ 於け る ナチ ス宣化 本部の 巧 削を 巧 じ 
でゐる •ナチ ス宜傳 を か 何に を遙的 じがつ てゐ るかの 巧證 として、】 九 ご 一四が 蹄 邦 巧 
食マブ n 1 ミブク 査閒を 負を (別 巧デッ クス タインを 貞 な) が 曾て ペ^リンより 巧を 
せられれ ダブ ペグ ス宣傅 巧の 實が パンフ ンット を押收 したを 赏を與 げてゐ る， 

次ぎに 重 巧なる 「シグ パ！ シヤ ーブ」 (銭ン ヤツ 閲) も ホ、 ムブ ツリ— 二の 盛 シサ 
ヴ巧、 ヒブトラーの巧シヤブ阐じあやかつたフフブショ閒悅でぁク、 從つてュグヤ人 
挑 斥を ス ロ/- ダンと してれ る。 この 「シ^バ！ •シヤ 1 ブ」 闽を亦 太み 洋择 •巧忆 口 
.タ アン ゼグ ス义ぴ チンデ エゴに 巧 力を おし •せて はムブ ツブー ニの ロ ー マ 進 巧を 巧ぶ 
V サン デュ ゴ進 おを 巧 益し、 夕 巧の 巧 器を メキシコよ 6 を お 入した が、 な ホ巧官 あの 
わめホ然にが化さもたことがぁる。 この圓おはゥイブア ム • ダドレ1 • ぺ ンーとい..^ 
乂巧乂 •曾て ゾ— スずヤ "ライナ 州 アシュ ゲイ グじ 於て ギヤ ラ^ド •々レ 1 デと 巧す 



る學 おを 例設し •巧 巧* リスト 巧を 巧の 謀が を 巧す 一方 •米 時 有 かの 大ホ巧 誌に 巧ち 
争 的 ホは 天义學 的を 义を執 巧した ことの ぁる ザ •ヘン リ •フォ 1 ド 巧を の デ ァポ* ~ン 
•ィン デ ペン デントな の 利用 しれ r ザ ィォン おを のをを 奋」 とか、 「ベンジャミン •フ 
クン クブン の ユダャ人 お」 を 持ち出して 巧ん じが ユダャな を 巧 つれ •この 巧に 瞄 して 
特じ乂 々の 注 忠を惹 いわのは T ベンジャミン •フランク ブ ンのユ ダ. ャ人 巧」 の 中 じ 次 
の！ 卸を 引用した こと だ。 

「か 巧なる 苗に がても 夕 なの ユダャ人の 居 化する 巧を、 おおは 巧 蘇す る • か 

巧は 巧 化 兜で ぁる、 彼等は キリスト 信 おじ まを する。 巧し 彼等 ユ タャ 

人を が 巧し 心け れぱ •おを 二百 年 巧 巧 じ ァメブ 々を ± は-巧 おし ホる ユダャ人 のた 
A に 併が 甘ら れるじ 違 ひない …… 」 をか- 
とぺ ンーは巧くぺさ巧なを化打した。 

吉 - 



ユダヤ人 夕 巧 ！ in 

ホ 田 じ 巧け る ユダヤ人 ホ 斥 冉巧上 見る し g いを 巧は ン 々ゴ にある ニユー トン •ゼン 
* ンスを a まとす る r 巧 一二 巧」 である •ニ ユー トン •ゼン キン K は •ドイツ人 じなら 
ず巧パ—セ ントの米巧乂だ* シヵゴに巧けるがのおみ力の巧しで盾規すべからざる證 
據 として •彼は 曾て S 回 も お ホ 共 巧な — セォドア •口 1 ズ ペグ ト をお擧 せし 共 巧な 
巧の お ホ 的 分子 —— から おされて 上な 巧 負理巧 巧に 出が して 巧を おな の 巧 巧を お得し 
た 巧 寅を ♦ザる ことが 巧 ホる。 

ゼン キン スは •曾て イブ ノイス 州 か 事 巧 ネ戰じ ホ ー ナ— おが ホの ためにぶ 巧が 說お 
巧つた •ホー ナ ー は 現 巧 イブ ノイス 掛か 事で あ 6 •同 州 におけるを もぞ カホを お 寒で 
あるが 生 巧の ユダヤ人 である •がら ば ユダヤ人 ホー ナーの わめに 應 巧な 說 まで 巧つ て 
田た 彼が、 が 故 ユダ卞 人 排巧述 脚を 巧つて ゐ るかと をへ ぶ •其 巧 じは ユダヤ 人の 巧が 



がな 旧して るるの だ。 ホー ナ ー 知事は 速 お戰に 於て ゼン キン スの獻 み 的 巧 力の 御虜 
で •巧 速の 巧 巧 得しれ な々 八 巧 •或を ば 本 速擧戰 にて おく 勿れ 八十 九な 六 千 票と 云 ふ 十 
一倍の 巧 震を 巧た ので ぁるが •をれ じ も 巧ら や •知事が 巧を の ホ— ナーは •郁 下の ユ 
ダ ヤ乂を 巧 巧して •ゼン キン スを 少しも 顧みなん つれので ある。 

かぅ した ユダヤ人 ながを 棟 度に 巧蜗し 始めた ゼン キン スは •敢 がが ユダヤ 入 述蝴じ 
ホ 6 巧し‘ 白ら 「络 一一 一巧」 なる 巧 脚 巧を 巧 巧して •まとして ィリ ノィス 州に めける ユ 
ダ卞 人が 斥のを ホみ じ 化つ てゐる •然し 彼は •決して 偶人 的 励 横から この 運朔 にな 每 
して ゐ るを のでない とま 巧して ゐる •いづれ じしても 米闻に 於け る ユダヤ人 巧 巧述脚 
を あ 討す る 巧 •ゼン キン K の 存在を 見进 しては ならない。 

この 外、 ユダヤ人が 巧を 巧 巧す る团 祝を がげ れぱ 大植 次の 通りで ぁる 。’ 
r セ 六 年 巧」 I The orde 『 of 76 —— 本 巧は ニ ユーョ ークボ 巧 巧 五十と 巧 ここ 九 
巧が にあ ク • n — ヤグ ••ス II ブト •ダグ デン <"Royal Scott Gulden) が ffl を、 曲 員 



技は 現 巧ち 六十を じして •專ら ユダャ人 をが 斥し •同時 じ 共を おお 巧 反 巧を 巧 巧と 

する。 

「ホが 反共が 巧」 An な- Communist League of America ブ キサ ス 州に 本部を 

有し •化 西 地方 じ 支が を あし • r 化が 反共 蹄 巧」 と稱 する こと ぁり •阅 おユ^ •ァィ 
• バ ク エ グ (r I. Powell) は、 嘗て区 • K • に掛負じて、 前述シ 瓜 バ| • シ ャ， プ 
的 長 ペレ I のが 下で ぁった 巧 •团員 お モ乂巧 名。 

「白 ン卞ブ 十字 巧 J Crusa を 『 VVhi す Shills ^ 「ち 巧 白 曲 十を 軍 - Crusaders 

を Econo を C Li す rty この 巧西悅 はぶに 連が し ユダャ人が 巧を 误 巧す るフプ ッシ 

ョ田體 である。 目下 曲 員 巧 巧】 巧 人 •あ 司 かジョ ー ジ •クリスチャンズ (George 
ohris な am) が 巧 員に 巧へ たお かなの 中 じ 「巧】 目 巧は 义の 手段を をって 地方 孜 巧の 
す 巧 權を巧 巧すべき こと •卽ち 巧 巧の 淀ぶ を もつ て進眾 して 政 巧を 包 西す る こと。 
夕數の 力みび 巧 巧 わに 巧へ もっ て C*F を L •(巧 巧 自ゎ腑 巧) の 巧みす るが 巧 巧 



巧の おか じ從 はしめ る こと •この お 巧® 脚の 巧 一 寒 採は 「なをの が 巧を 撤廢 する こ 

と がる 後ブ ン トンに 向け 十を が 特派の 巧 俯に 若ず すべき こと」 云々 も 

& る。 

r ぶ轉を 信仰 巧衙 巧」 D を 3を3 もュ 1C Qlristian Faith は ユダヤが 斥を ま 巧 

とする ゼラ グド •クイン ロド 化 巧 ( Rev . をを d Wi 日 rod ) 巧 人の 巧 機庶で •「デ イォ 
ン長 をの 誰を 窗」 にぶ さ ユダヤ人の 野望を 棠 おして •自ら お輯の 「デフ ユングー」 
な 上に て お 蹟をユ ダ卞排 巧を おかす る •例へ ば n — ズ ペグ ト 大巧 巧を ユダヤ 系と 皮 
两ク 「 n —. ズ •へ グトか P — ゼンべ 八卜 か」 と强 する 攻巧的 論文を 巧 おした •お ゥイ 
ンロ ド 化邮と 同類の マ ー チン •グ ，サ ，•トマ ス化顿 は ロ ス ァ セ ： の小なな 
をからおんじユダ卞か巧をなをしてゐる。 彼は、 。—ズぺグトの風岡-1パ1ド大 
巧敎巧フ エブブクス ，フランクフ ブ1ター巧±が ロ シァぞかをか陵したホ巧を指满 
して、 現 口 1 ズべ グト政 俺の 親 ユダヤめ 色彩を 攻 がした。 

乙 £ 



「ナ ィブ •ォプ •デ •グランド •フォン スト」 Knigh だ of the 03 nd Forest I 

は •ミネ ッタ 州に わける K . K . K 困 巧 化の 囲髓 •元ブ キサ ス 州で 巧 巧者を やつて ゐ 
た戶ィ ラム •ゥェス ン— •ィダ ァンスと 云 ふぶ お 脚 長と なら •反 ユダヤ ま 巧と 同時. 
に、 た々 ッ リブ ク 運動を 巧 期 巧 「フユ n シブ プ •ブォ ラム」 の 中で がかして ゐ る。 

「ユィ •ビ — • ン — 巧 囲」 A B n Legion <">merica，s Best citizens ) ょお ニ ユ 

—ジヤ 1 ンー州 K K K 囲 貢フプ ラー かがを 閒 おとす る 反 ユダヤ 主 巧を 房榜 する 闽髓 
である •フフ ラ 1 阅 ちは、 をて ロン ァぞみ 十六 年な. ブンン トンの 白 聖巧じ ユダヤ 
巧ホ巧人の大統巧を迎えるであらぅと巧言してセ ン セ1 シ 3 ンをおきをしれことが 
あるが •ロ ー ズ ペグ トが 大統領に 巧 巧す るに 及び > 巧 ♦大統領の 姓名 か ユダヤ人 じ 
お化して ゐ るを 理由と して •白 己の 採 言の 巧 中を 巧ん にか おした をので ある。 これ 
も かお ィゲ ァンスの 掛 おのか < •を貞 巧を 少< を闽 的み 力は ない。 

な 上の 外に ユダヤ 排斥を 目 おとす る闽巧 或は 刊行 かを 拾って みる‘ と 大巧 次の 述 6 



で わる • 

雜 誌 r 巧乂 J (ぎ § 量 t ) . — か タタ スタ デ P ホ カ ググご 窒蓉か ユダヤ 
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互み 

がし 之を 巧す る じ ホ 巧に 於け る 拱 ユダヤ 運動は 现 巧のと ころ 地方 的に 巧 化され るげ 
か 6 でを く •從 つて 未だを ホを 左を する ほどのを 力を 有して ゐな いので ある。 . 

米 函人の ユダヤ 觀 

ならぶ •米 巧 じ わける ユダヤ人が 巧 蓮 脚に 巧して ァメブ 々人は か 何なる お 巧を かつ 
てゐ るかと をへ ば •これを の 課を じょる と •一巧 ァメブ 々大巧は. が ユダヤ人 述 脚に 
無 巧を である ことが 實 巧され て& る。 

一 五年卜 3、 National Con で rence of ホ WS andohrl も a ミは •この 巧 向に 脚して 
を网 め 調を をが つれ 結朵 •ユダヤ人が 巧は おど 化る に をら & 巧 寅で ある ことが 巧 白と 
なつれ ••化に お 誌 「フォ ーチユ r ン」 が •同年 十】 巧 •「ド ィブは ユダヤ人を 图外じ 迫 
なして しまへ ばを の おお 团巧 はなを される や 否や」 とを ふ 質 巧な をを 国 的 じ K 巧 レ 
た •をの 拴巧 •次 のれき 巧を の 巧を が もたらされれ。 
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これらの 調を じ 基づろ ユダヤ お 斥 蓮 勘が ァメブ 々に 於て は 一が 的 化 不評で ぁると お 
論す る ことが 巧 ホる ので ぁる •從 つて 現在 ホ 巧 居 化の ユダヤ人は、 义闽 じを 化の 天が 
を ホめ て 何等 不 をを 巧 じない •假か •がぶ のか さが ユダヤ 四概 がを 地に 執 巧なる が 斤 



. 四 0 

法 動を 巧授卞 ると 巧 も •ナ J 洽下 c をち かかさを をを ホ 固 c 於て は 決して 巧け な 
い -0 確信して ゐる らしい • ， 

と ミで こ、 じ 彼等の 巧 も爱 ぶして ミ 舉實が ぁる •これは】 が ユダヤ人の 脚に 殺 
誠され てゐ ないやぅ でを るが、 質 巧なる 先見の ± は 等しく あなして ゐ るので ぁる。 化 
等は ホ 巧 じ 於け る ユダヤ お 巧の 巧 加し つ、 ぁる 事 實を揉 巧に 巧 慮す る。 

巧 お 千 八 巧 年 •世が にがけ る ユダヤ 人の お 人口は 二百 五十 巧 人で わった をの 大半 
ょポー ランド 王 國じ居 化して ゐて •當時 アメリヵ 國內の ユダヤ人は 僅々 S 千を じ 過ぎ 
なか っれ •がるに 一九 一二 己年 •せがの ユダヤ 人口は 實じ 一千み 巧な 人に 上 b •をの 中 
西 分の 一巧 上は アメリヵ 閣內じ 居住して ゐる •ジ ユグサ レム 巧に ぁるへ プリ ユ ク大每 
か 巧グブ ピソ 巧 ± の 言に ょれば •十八 化が に 巧が 人から 巧 方 3 — C ブパ人 じ 挺 化した 
ユダヤ人は、 遇 去な 化の 間ち ミ， ロブ パ 人から 巧 T ロブ パ 人と な矣 メリ々 人 
じ變 化した ので ある。 



かぅんた 事を がが ち 巧 巧なる ユダヤ 乂じ应 巧の なおを 巧え しれて ゐる •何な なら 
ば •お ホア メリ々 じめ ける ユダヤ 人口の 巧 加は •么が 的に ユダ卞 人 じょる お 巧 力の 巧 
占に 巧す る 非 巧が 浓巧 として 巧る からで ある •これは かして ユダヤ人 だけでは なく • 
巧を 政治 Li 反 巧して 望 政治を ホ？ る 非 ユダ 又 Q 等し ふ學 ると ミで ぁ ミ 
而 して これは 決して 括 視し巧 さお 巧な 6 や 巧 やは •要するに アメブ 々固 巧 じ 巧け る 

ユダヤ人 a 寬 Q 货を惡 為& ニ ミ > ホぎ にを ま委 にか ミニ： 巧 力の み 

討 じがつ ベ さで あらぅ。 

一 お •人口が かの 技 字は 巧に 巧 巧め 巧が でぁつて •巧 ま 巧 I 二十よ 年 脚 じ 巧け る 千 己 
ち 化の 巧 加は •をのな たを れ自 巧ょ 6 も 巧 加が が 向 じ 重 おがが がする •巧 化に】 八 〇 
0 年の ユダ卞 人口が 少なな 6 しかは. 當 か义闷 (英岗 楠 化 化) じて ユダヤ 人が お止さ 
れて むれからで みつた •而 して 1 ろ 0 年な 降 一九！ 二一一 一年を、 ユダヤ 合が々 化した 
巧 もは ユダヤろ 巧 じち 特に 巧を 巧む 華が 推 少した からで あミ 

田 一 



田 二 

かを ユダヤは ホ 產隹の お 巧に て、 せ 巧の 入口 巧 巧を に 比して 二倍で あ'"^ •これは 一 
巧 的 じ 茜 めら れてゐ るが •をのが か 率 も 十八 化 紀と现 化と で 可 巧ら の 巧 おが ある。 巧 
へばて 世紀 じ 於 ミ ユダヤ人 冀 5 1 千 名 じかき 四十 お 名で あつれ が ••一九 一ニ ニ 
年 こ 於て は】 千 名に せき 十八 名に 化 下しれ， 巧に この 化 下を は •地方 的に も 巧異す 
る •抑ち 一を 三 ハ 年 ロン ァ巧內 にめ ける ユダヤ人 お 生 率 だ】 十四 パ 1 セントで あるに 
だして. 】 乂二化年巧ォー ス トリァじ於ては巧六パ！ セ ン トであクれ。 尤も ニ ユ I ■ 
1 ク ホに 於け る抵 生を を 見る に 一九 一ニ ニ 年 ユダ 又 巧 生 率 一と •五 パ， セント じ 巧し 
て ホ ユダヤ人 望を は 三 ハ •五 パ， •セントで あつち これは ァメリヵ 瞬內の ユダヤ人 
が じて 夕巧 をの ミ，々 こから を 化しれ 語が-化 ユダヤ人が 夕 いからで ある 
之を 巧す るに 巧 ホァ メ， * に 於け る ユダヤろ 人 〇 巧 加は •舞 S に 义闽祭 止に ょ 
•0 これ* での かきな 巧な 巧を を 示さない であらぅ と 化 はれる。 然し 化のに 族に 比して 
ユダヤ 民族は をの 多を をと •化 等の 巧 巧 的、 探 舉的進 ホと 巧 おつて •化が 人口が 加 華 



の 化 下し さぅ をない。 おつて 若し ァメブ 々にがけ る ユダヤ人 がが 米 w 巧の ァ メジ* 人 
ょ. 〇 も 益々 增 化するならば •化ず やい つかは 巧拥 にがけ るが かきが ユダヤ 運 巧 がをお 
巧に ま 苗 化さない と 巧が 巧 おし 巧ょ 5 か • 

重 巧 巧 巧の 9 い ユダヤ人 

現 巧 ホ 巧 じがけ る お ユダャ 蓮 巧の 立 » はまと して 彼を の 巧 占を にぷ いて ゐる •ホ 言 
すれば、 ユダヤ人は 米 巧の 巧 巧 的 檢會を 巧 おしつ、 ぁると お ユダヤ ま 巧 まは 例 かるく 
强試 する •がら ば 巧して 彼等は ァ ィブ々 の «濟 的 巧 會を巧 占し つ、 ぁるん？ 

この 巧 題に 巧して をよ るに 光 さ 立ち' 何 かに か、 る 巧趙が おきれ かを ちへ る 化 巧が 
わる。 これ じは 巧ら かじ おおめを まがな する •ユダヤ人 だからと 云つ て 巧 巧 的が々 を 
巧 占して なならない 巧を はるい。 がし 乍ら 一田の § 力を 不が巧 じ 夕< の ユダヤ人が 
i する ことは がず をの B に 於け るか ユグ卞 ま 巧 巧 巧 巧を なを させ 中 じ 巧かない こと 



囚田 

はお おが 證巧 ずると ころで ある* 

がら ば 何 かにか^る 拼 ユダヤ 的ぶ おを 誘 巧す るか •これは を だな 雜 なる 巧 厘で 巧 易 
じが 答し 巧ない。 巧に 現せ 人種 學 をの 說 にょれば ユダヤ人は 巧 學的怠 ホでの 民 巧を お 
成して ゐ をいた めじ、 問題は 一層 巧なず る •ユダヤ人は. 元 ホ 長 類型の 巧の 巧い 巧 巧 
の 盛い メ デブラ ニ アン 巧 (ベ ドー アン) とな 頭 型の 巧の 化い ア八 パイン 巧の お 化 人ぶ 
でぁつた •而 して 地中海 沿 择に残 巧し •イ ベ ブア 半島 地方に 巧 かせし ユダヤ人は をの 
ま、 メ デブ ラニアン 種を】 盾を 化しれ が、 これ じ 反して シリアを 述 じて おョ！ ロブ パ 
ょら ド イブへ 移 励 しれ ユダヤ人は •を 苗 人 •アグ パイン 及び ノ八 デブ クの特 巧を みが 
する やぅ じな つれ •をの お 巧 •現在 アメブ 々じがて 巧 別され る 如く 二種の ユダヤ人が 

生れた。 セ フフ— デム (Sephardim) 卽ち スペイン 型 ユダヤ人と •ア シュケ ナ ジム 

(Ashkenazim) 卽ちドイブ型ュダヤ人の二型がをれでゎる- 

前をの化を的なるは現大を巧巧事ヵグドゾ巧とバナード • バ グ—ク (世ホ大戰巧路 



の 巧 時を 柔お 巧を) の 二人で ぁるが •化 等は 巧な ヤン キー 巧の 巧 巧な 風が を 巧へ でる 
る •これ じ 反して 巧者は •見る から 班 丈な おがを 持ち •巧を はな 黑< •おれ 毛で •な 
じて ズン グブ して ゐる •巧 じこの 外 じ 巧 31 n ブバの スラ プ 巧の 閒に巧 居した ユグ卞 
人が ぁるが •この タイプは ド イブ 巧 ユダヤ人 じ 巧の する^ •た X 頭を がが をに て •力 
•4 •をで を < 巧 子を でぁる* 

これら 一二 型の ユダヤ人 はを 巧に 巧異 する のみなら 乎、 言な i を 同ぅ しない •巧ち 夕ぺ 
イン 型 ユダ卞 人は ラ デ ノ賠 (十五せ 巧 スペイン 賠) を •ド イブ 型 ユダヤ人は ド イブ 居 
を •スラブ 巧 ユダ卞 人は イデ ブッユ 巧を がふ •加 之 •彼等 一二 .型は いづれ も 巧を にな 化 
的 旅 巧を 固持して ゐ る- 

な 上の かく ユダ卞 巧 巧は、 巧 學的怠 ホで】 巧の 民族め 巧 位を お成し 居らざる にも 巧 
らず何 かじが ユダヤ 思 巧が 世が を 地 じ 浸 巧して ゐ るので ぁるか？ 

をの あを 大 さな 巧 由は •ユダヤ人は 化 ホが 化に 散な してを •化 等の 巧自 かを ホして 

四 五 



田 ホ 

失は ない こと •ホ 言す れぱな 等は 巧 化 じを 巧せ る 事 IT これが ユダヤ人の 排斥せられ 
る 最大の a 由で ある。 ユダヤ人は 特有の 巧みを 持って ゐ るが •をれ がに めに 巧 等は 排 
巧せられ るに あらや、 か 巧なる 巧に 居住して を •まれ か 何なる あ 寒を まけ やぅと も. 
ニモ 年 ホ •化 等 巧自の 特異せ を 失はなかクた。 

ユダヤ人は 化 巧 巧る 巧 じな 巧す る •而も 到る 巧に 於いて i は異 W 人で わる •日本 
人は 巧 州 じ 於て 異 W 人で あるが、 目 本では 異人で ない。 ス 。ブト ランド 人は •パリ じ 
がて異乂さんであるが’ ユデンボロ1におては巧人さんでをい《 がるにユダヤ乂は巧 
る 巧に がて 異人る ので ある。 

度 俗 巧 憤に がて 彼等は か 何なる 巧 巧に わっても 巧自 性を 固持す る。’ か » •これは み 
して ユダ卞 人 だけ じ 巧ら れれ 現を ではない •がし ユダヤ人は 巧 かなしに ち 化せ の 
文化を 巧みに 汲收 しない •これは ユダヤ人の 巧 巧で わる。.^ は祖 ホの 跨 ろを 巧を 固 
梓して ー ホ も 巧らない •卽ち 彼等は せ ホ じがいて 最も 巧る •へさち 巧で わる •かぅ しね 



持々 を お 巧 じ 信奉す る 彼等は •を あにみ ホの おがな なや 成は をの ± 化の义 化を 巧 入れ 

fc m ， 0 

9 I 

かを、 ユダヤ人のう ちじは •をの ± 地の 巧 俗 巧 巧を 化乂れ •をは 文化的に 同化して 
&る もの も 少< ない が •なし それで ゐて 彼等は なして 百 パ. 1 セント 同化し 切れない- 
かう した 特« じな ふる じな 等の 巧を と掛 巧と が •ユダヤ 排斥の 理由 るるので ある。 

ところで •一巧. 少 巧々 子 •特 じちら 意讀 せる々 がみ 子は 化々 にして ホ 位 的 傾向を 
巧ぴる もの だ •少な かモ はお 四 化しみ い •この 點 じがいで ユダヤ人 はを も顯ま なほ 巧 
である。 從 つて 例へ ば ホる 一つの み 巧 じがいて ユダヤ 人が 一つの 巧 力を がつ 巧な •巧 
じみ 巧に ある ユダヤ人は •必が 的 じを の势 力を 中必 として 化 中す るが おが 夕か じあ 
る •を こじ ユダヤ人 じ^る 巧 占 お 次 なじま 面 化される 巧 旧が 生ずる •恐らく か、 る间 
おは 不可 巧 的で あらう •がれなら ユダヤ人 はから じ もな 振め 巧が がな 巧で わるから- 

四 ホ 
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きさ 米国に がけろ ユダヤ 勢力 

翁 巧に 於いて ユダヤ人 のち 巧 的げ 按 & ぴユ ダヤ 人が 巧の 现 巧は 胳ぼ說 明せられ たと 
あ ふ， 然しで 現な アメリヵに がける 彼等の 巧 力は 巧して 如が なる 转巧 じぁる やに 就い 
でが 訝ず るに ホ 立ち •ホづ を 巧に 爲 へなければ ならない 助は •ユダヤ人の おかで ぁ 

る* 

一九 sill 年 巧の アメブ ヵ 人口が 計に ょれば、 ユダヤ 人口は 四 巧 お 十 巧 じ 過ぎない。 
而も これらの 大巧み は 巧 巧を でぁる •なつて 現 巧 お 等が 非 ユグヤ 人心 支配す るア メタ 
♦巧 おを 巧 本 的に 巧な するとは 化 はれを い。- 
巧 百 五十 巧 じ 上る ユダヤ 人の 九十 五 パー セントは 人口 一巧な 上の 都 巿じ居 化する， 
この 點は みして «篇 は 巧ない •おょを 現 化 ホ袭制 巧は が ホの 巧 巧 的 巧 要せを が 加す る ■ 


4 



巧 向が あ‘ る •曾て 巧が と 田 舍が中 化 ぜホ活 のを 現であった やぅに •現 化生 巧は 大 都が 
にがいて 表現され てゐる •從 って 大都 巧に がける 夕数 みすは •事 實上數 を 的 勢力な-上 
に 巧が を 巧つ かの か < じ 見られる。 例へ ば、 ニ ユーョ ー ク にがけ る ユダヤ人 口は 巧と 
十六 巧 五 千 人で あるが •この お 字は を 米 ユダヤ 人口の 巧 半 おに 利な する。 おじ このな 
と 十み 巧 五 千 人の ユダヤ 人は、 おニユ — 3 — ク巧 人口の 約 一一 一十 パ 》 A ント である。 而 
るュ ユー ョーク巧がァメリ々を粗の巧袭生巧じ及ぼす巧喪化に經み' をの人口のご一み 
の 一を 形 化する ユダヤ人の 巧 力た る やを し 轉规し 難い わけで ある。 • 

而 して ユダヤ 人の 都 ホ お 中が は 巧 じ ユダヤ 化 巧 及び 彼等め 効紋 じ夕义 のが 醬 をせ 
ぽ して ゐる •例へ ぱを がに 多が の ユダヤ人が おつて ゐる巧 巧は これを かげに 裳 寄き す 
る •元 巧 ユダヤ人は •スコットランド 人の かくな 等敎 巧に 巧す るを 期は 恐ろしく 城な 
である •而 して 彼等は 巧閒 慾を 滿 をさせる には 何ん としても 都 巧に 居 化しなければ な 
ら ない •かろ ホ 固の 巧 巧が 度は、 を 资に不 おせる 巧を 生じ 巧して 巧々 ホ 巧を を 典へ 

田 化 



五 0 

てゐる •巧つ て 貧しい ユダヤ人の 父义 は、 子女のを 問 慾を 巧を させて やる ためじは 焉 
ホ 共 都 會じお 中させる わけで ある。 現が ユグヤ 人の 大部 かが 度 村ょ b も 都 巧に 居住 レ 
特に ユユー ョーク ホ じがて をれ がが 著なる 理 曲は 前述の 理由に 基づいて ゐ る。 而をユ 
ダヤ 乂の特 がと ユユ— ョーク ホのを 要が とを をを する 巧な •ユダヤ人が アメリヵを 采 
を 支配 するとい ふ 巧みを 巧へ るのは かしで 不思 誰では ない。 

ならば、 ユダヤ乂は將ホは巧も巧、 現巧ユ ユーョークのお濟巧. を萊が、 卽ちアメ 
リヵを 枯 のを 巧が 及び 產お 巧を 巧 占し つ、 わる か？ 

抑々 現 化の 資本 ま 巧が ユダヤ人 ぶび ィザ リス 人 じょ 6 設計 せられた 制が である こと 
は 何人も 度め るで あらぅ •がし 乍ら 族 化的審 巧を 巧 < あ 討 するならば •巧 本ま骆 制度 
の 下 じ 於いて あ も 巧を しれる は ユダヤ人 じあら やして ィザ リス 人で ある。 ぶる はどユ 
ゾヤ 人は •十九せ 紀に 於け る 歐讲資 みま 菜の 巧 巧と 隆を にぶ 大 ななが し •現な をの 皇 
度な 化 獲を 美め つ、 あるのは 事 巧 だが •然しを の おお 巧 巧に 化い ホを 巧つ てなる のは 



ィザ ブス‘ 人な の だ •この 巧 •タク 程 巧のを は あるが アメリヵ も巧樣 である •’ 

を こで 問題は > アメブ 々にがけ る ユダヤ人の お 力が 巧して 何 巧まで か ぴてゐ るかで 
わる •これは が 巧に 巧して 檢討 しな けれぶ •あおなる 恣發を 求める ことは 不可 おで あ 
る •巧つ てこ、 じ乂 因の 巧 菜 > か ホ •巧 濟 巧を 化ます る-ー ユ 》 3 —夕 じがけ る ユダヤ 
勢力の 島 巧 H を 描 巧して みょぅ。 

金 R — 巧の ユダヤ 巧 

ホ づ巧 かじ おが 采 じがけ る ュダヤ 勢力 はがぅか？ 

一九 sill おュ ュ—ョ ー クずお 巧 お 巧 かな 十 乂會貞 巧が 巧 巧 まに 巧み せられた 四百 二 
十 名の 中、 ユダ卞 人は 僅 じ 一一 一十を に 巧ぎ す •巧に をの 大半は々 ムア シヤグ •ナ シ习ナ 
术 •バンク •アンド •トク スト々 化と パブ ブブク •ナ シヨ ナグ •バンク •アンド •卜 
ブ ストを せの 直 巧を にある。 が 育 屈指の 大が 巧れ るナシ 3 ナ^シ チ— お 巧 •パンク • 

五一 
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♦ブ •ニュ^— 3 ^ ク •アンド •トラスト 今ヤ ラン ブイ •トラスト セント ラ少 •バ 
ゾゲア 1 •ブ プ— スト •ナン 3 ナ术 •チェイズ •バン カ— ズ •トラスト •ニュ 131 

夕 •トク ストな ど 八 大煤巧 信託を 社の嚴 役な に ユダヤ人は 一人を 顔を 把して ゐ ない。 
♦巧 •ュュ — 31 ク の* 大疑 巧には ユダヤ人の な： 2： は殆 んど處 はれて ゐ ない。 而を么 
# の 無が はがしい 多な の ユダヤ人と 取引して ゐ るので あるから •それで ゐて ユダヤ人 
の 化 員を おつて &な いことは 不化 諸で ある。 

巧 巧 巧 巧 ホに 於け る ュダヤ 巧 力は 何ぅ か？ 

このみ 巧 一4 がいて は •级巧 等と おろ •ュグ ヤの势 力 おがを おおして ゐる •例へ ば 巧 
巧 おがの 巧と 巧 甘ら れる クーン •口 — H ブ 巧な •ス ペイ ヤ— 巧な. ゼイ •ァンド •ダ 
グリ ュク •七 ッグ マン 巧を. レエ デン バーグ •ソ ー グ マン 巧を、 VH マン 义弟 巧を 等 
はなれ も ュダヤ 人の 爲巧 にょる 巧 赴 だ。 

之に 反して デ n ン •ブ ー ド 巧を (註 • H ホの ぶ 力を なみが 引 まけで 有名} モグ ボン 



■ 

巧み、 > •ヤ ランチ， を粧 •バン々 メリ カ •プレ 1 ア •リィ •ヒ ゲンツ ン巧 をは ユダヤ 
巧で ない •尤も ユダヤ人 刚 では デ ロン 巧を ユダヤ人と 稱 して ゐ るが •同社は 非ュ ダ、 ヤ 
巧で ある •今 •巧 上の 巧資會 なを、 巧 外的 巧莱 成が によって 等 がせば みの 通 6 であ 
る, 


% 

モグ ボン 巧を I 九 •八と 
ナン ヨナ^ •ンチ ー 巧な 一一 •セ ー 
デロン*リ|ド巧な 一一 •四 四 
チェ*— 义ニ リス •フ オ*- ブス 八 •四 五 
ゲヤ ランチ.— を 社 六 •六 八 

バン々 イリ々 •ブン ー ア ム C . •一み 

，—• t ^ llr ンソン 巧 •二 I 一一 

ち 互 



で 四 

ク ー ン ，ローユ ブ巧會 二 •八 八 

0 上の 數字 じょつて 見る も. ユダヤ あの クーン •口 1 H ブ がをは •ホ ユダヤ おを 社 
のをが にも 及ばない ことが 巧る であらぅ •尤も これは み 固衔引 巧に 脚す る 俊 劣で ある 
が •內巧 巧 引受ぶ おを ながす ると •ク ー ン • ptH ブ巧 をは •最近 巧 巧 事業へ ち 巧の 
巧資 をが つて 世人の 注を を おいれが •をれ とてを 非 ユダヤ おを じ 化すれ ぱが 々たるを 
ので ある • 

巧 じ これら ユダヤ お會 化は 必 やし もが 巧の ユダヤ 巧 おでない。 例へ ば 前が ク ーン • 
ローユプをおの巧巧中にはクォーヵ|、 ポープナィザ—. ヮィズマン、 ノーグトン等 
ホ ユダヤ人が 巧を おして ゐる •また ユダヤ 系 J アンド W セリグマンを おのま 段 中 じは 
生 博の アィリ々 巧 家出の アーグ • VI ブー 巧と か フランシス •ランに グフ 巧が 巧 巧 化 
巧 巧 じ おつて ゐ るので ある- 

次ぎ じュユ 131 ク巧 まれ 引 巧を 見る じ •化 貫 九 •百 十九 あの 中’ 巧 四十 八ぶ •卽も 



ニ ハ パ，* ントが ユダ卞 巧で あら •吏 にれ 引 所 名 巧に 巧 ♦せられた 巧 引 巧ぶ 數六宣 二. 
十と 巧 中 •五十 五が K 巧 ユダヤ人 經を •一一 十四が キユ ダヤ wr 一二 十九が ユダヤ人 ま K 
の 巧で わる。 

巧み 类 ホでは ユダヤ人の 巧！！ はお ど 皆無と るって ょい •米 田 届 おの 巧 お 會化中 3 ン 

チネン タグ •ア シユ ランス 會化の パ— マン - v 玉 ンンス 巧 •を 巧ブ ブイ ヤ マンス •ブ 
ブンドが み 會化長 •* — •ビ— •レビ ッン氏 化な もので わらぅ。 

を 桑 ホ 

次ぎに 產業 巧に 於け る ユダヤ お乂 おを 巧つ y みれば 次の るら で* る。 

ホ 巧 巧と 位の 巧 巧る 班 イン ランド •ス チー グ を 化の プ & ブク 、か 巧 車 巧を でを 名な 
•セネ ラグ •ァ メブ 々ン蓮 なを 化の マブ クス •ユプ スタインの 二人が •巧 « 案 巧 じがけ 
るユ V ヤみ 力の 化を ホ だ， 

五 五 



とこる で 巧錢菜 ホは おんど ユダヤ人 がま 配して ゐ ると 云つ て あ 言で ホい •米 闲をホ 
の 巧 巧 商 フイ ラ デ 八 フイ ア ホの リユー リア 巧 弟 巧會は ロシア 系 ユダヤ人の 巧を する 巧 
柔 であろ •シヵゴ 巿 の^ イマン •マイ ヶグス 巧會は ボグト ダグ 系ユ ダ卞乂 ジョセフ； 
マ イ ヶ グ ス の巧有であ6* ピ ブ ブ バ ーグホの ナ卞1グス •ドレイフタ を化、 ォ パ イ ォ 

巧 ヵントン 巧の ラン ブ巧 なをな も 亦 ユダヤ 人の 巧 お巧备 する 事業 だ •巧 巧 •年庸 111 巧 
あ 千 ドグじ 上る 义网巧 物 (なての 拽 類を をむ) は ユダヤ人の 支 巧す ると ころで •この 
齿 注意すべき であらぅ • 

巧 化のを 菜に 於け る ユダヤ 資本 乃 まみ 力を 巧擧 すれば •巧 造エ 菜の 巧才 n I ド 巧の 
支配す る チユブ 々1 •キヤ プ (タキ シー白 動を) 巧長モ ブス •マ 1 キン、 ゼネ ラグ • 
モータ —ズを 社な 巧 巧 (がな) マイ 卞 1 •プレン チス •バド ッン白 励 車を 化を ユ f •イ 
— •バリ ブト •クライス ラ t 白 勘 巧を 社と をな 历係 にある ジユ 1 グ •パブ チ •夕 ♦ユ 
ドべ一々— 宜励 巧を なと 阳巧 わる レ* マン 兄 おを なの ジ 3 ン • ^ I ッ などは いづれ る 


ュダャ人た。 

おし 炭媒巧 じは ュダヤ 巧 力は おんどな < •ホ國 一一 十五 化のを 役み 巧は 巧 取の 地位を 
おめ る ュダ卞 人は 俺々 一二 あ 位で あらぅ •ニュ — 3 —ク ホな 巧の ニ パ ー セント、 小資 
菜の 一 0 パ ー セントは ユダヤ人の 手中 じある。 

ゴム エ業 巧では •ケレ 1 •スプリング フイー グド 會杜が 曾て ュダヤ 巧と 两 巧して な 
れ ことがあ るが 現 巧は ホ ュダヤ 系で ある •お 油 事 柔じも ュダヤ 巧 力は がしない が •巧 
油販 巧を 社 •例へ ばポグ チモ ー ア ホの アメリヵン •オイ グ會 化は ュダ 卞乂ブ ラク タタ 
イ ン じょりおをされてゐるが’ 巧化巧の大キはイ ンデ アナが ス タ ン ダー ド石曲を化の 
巧な じ 採し で& る。 

アラ イド •ケミ タグ 含 化の ま 巧 アグ フン ド •ク ブク 及び ュ— • ュ ス •インダストリ 
K グ •アグ n ホ— グを 化の ジュ —グス •パブ チの 巧者は ュダヤ人で わるが、 化が エ菜 

ホ じがけ る ュダヤ 勢力は これら 二人が 代表す る じ 巧 ざない •ホ 固 一の デュポン ド •ア 

五 セ 
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ライド •ヶミ々 グ •アンド •ダイ 會化 > ユャ •レダ クシ ョン會 化 •ホ 苗 エ乘巧 精 > 化 
等の 大會 化の 寅 權はホ ユダャ人 のす 中に ある。 

同を のこと が 巧 道 •巧 化の 巧 上 巧輸會 巧ぶ ぴ巧 粟が 空會 化の 度な じない てを へる， 
尤も 巧 ホの 巧 R バスを 化な どが ユダ卞 人に ょつ で經 巧され てゐる 例は ク< ない が •を 
W 的 勢力は おんど 皆 おで ある。 

巧 上な ベれ 通ろ 米 田® H お 巧 じめ ける ユグャ 人の 巧 力は 比 巧 的に 巧 ♦たる 巧 貪が 明 
かで ある •彼 巧の 勢力は# ろ輕エ 菜じ樓 おされて ゐる •而もを の 盾 工業 じあつ てる， 
おを 方面 ょらる 販資 方面 じ 比較的み おして ゐ る、 併 へば 羊毛 •生 ホ •巧 ホ •レー ■ン 
ミを 巧る に » を をな にお 資 甘る ユダャ 資本は々 がで わる •即ち 

毛 ホ 業に 巧て 五 乃 ま 一 0 パ 》 セント (アブ クス ブ リブ デ 毛 化 をれ の パブ 戶 マン. 
タチ グ クオ— ク 毛織を 化の レ グイ— •アレン •アンド* バナ— ド •ゴ— グドフ ブ 
イソを) 



•お 糸柔に 巧て】 五 パ— セント (ヘス •ゴ — ^ ドス ミス 巧を、 デ グイ •卜生 ホを f 
クイ ダー 巧 お 食 巧) 

推ホ柔 にがて 五バ ，セント (ゾ ，ご ヵロ ブナ 用の 7 ンをち ニユ ，支 リ， 

ンス の才— デン 人 イマ — 〇ユユ f ヨ— クのリ —ス 心" 

レ— ヨン 柔に 於て 一六 パ， セント ( H 柔 レ— ヨン •七 ラ-一, スを叟 

ところで 之に 反して、 隻畜忆 於け る ユダャみ 力は 屋田 をい •邱ち 毛瑟の 

囊の 大半と 絹援囊 老 十五 X ，セン ト •淫物 塞の 幸 五 パ，* ントは •ユ 

ダ ャ乂の 手を 化め ミる。® じ レ， a ン巧 心の 下を 庭畐 の军 乃至 李 パ— セ 
ントを ユダャ 巧 人 じょ 6 占められて ゐる のが 現が である。 

この か、 ユダャ か 力. のを も 巧が 世る は 巧 モホ裳 まの 八十 五 パー セント •巧 人ぶ を 巧 
の 九十 五 パ •ー セント •毛皮 業の 九十 五 パ— セントの 示す 通ろ、 ァメブ 々にがけ るお胜 
は 巧 どを 巧ユ ゾャ乂 のずに ょつ でな をせられ てなる とを つてを 巧 巧ち 巧までを い。 



更に 煙草 柔 じがて、 巧 煙 巧の 仕 又れ は 大巧 ユダヤ人 じょ 6 巧 はれて むる •ホ H 風 巧 
の シガー 巧造會 なゼネ ラグ •シ ダー 會 化は ユダヤ人 フレド • シユ ホー ンの支 西す 
ると ころで あ 6 •巧 化の 大シ ダー 會 化は 槪ね ユダヤ人に 所を 甘ら れてゐ る.。 

苗造菜では何ぅか？ 米闭を大のナ シ 3 ナ グ • デ ス チラーズをな^巧なちはダ ユ ユ 
グ •フィス n ブプ とい ふ ユダヤ人で あるが •巧 巧は ホ ユダヤ人 のず じある •巧 二 化の 
ス七ン レー 會 化は ユダ卞 巧で あ 6、 巧 S 位の シ— グラムを なは ユダ 卞乂プ ロンブ マン 
巧 弟の 支配す る 事 菜で ある •この 方面 じがけ る ユダヤみ 力は 比 校 的 巧 巧で、 事 巧の ホ 
十バー セ ントは彼等じょろち有甘られてゐる。 

ニユ — 3 —ク のみならず 大がホ じ 於け る 卸 巧 人の 中 じは ユダヤ人が ホい •化って 百 
巧な 巧を 莱じも ユダヤみ 力は 巧當 進出して ゐ 

る 〇ニユ — 3— クの メイン— •ザ ンぺ 八、 
サックス* ァプラ^ム》ァンド《ストロクス、 プグ—ミングデ—グ， 八— ン をの 大巧 
貨 巧は ユダヤの 資本 じょ b 支 巧され •を 名な. ォグト マンは ォ が ト マンと フリ. _ •トサ ム 


とを ふ 二人の ユダヤ人の 所有 巧を するな 巧 巧で ある- 
之に 巧して シ 々ザボ にがいて は 巧 ホ 巧 一一 一位の 巧貨巧 マン デグ •プラザー タが ユダヤ 
系で あるに 巧ぎ や •まね 么 をを 巧 的 じなる に •メー 巧货巧 •アラ イド 巧 •インタ 
—ヌ ブート 音貨巧 • V ン •へグ 等の かさ 巧 巧 巧の 巧が は ユダヤの ま 巧 下に あろ •また 米 
H 二大 通信 巧 巧會 なの 一で ある シー アズ • n — パブ クを 化は 元々 ジユ ブアス ゼ 
ンォグ ドと るふ ユダヤ人の 巧 段し れ會 おであるから を 本 的 じは ユダヤ 勢力が 優勢で あ 
る •ホ も 現な 貝せ の 經ぞは ホ ユダヤ人なる ク—ド 巧の 手中に わる • ‘ 

. 义 化‘ 的 々面 

な 上の か < •アメ ブ 々の 財 ホぶ び 產業ホ •實巧 ホに 於け る ユダヤ 巧の 潜勢力は あし 
で 巧大 じ巧值 する ことが 出 ホない と 巧 時 じ輕祖 る ことる かされない* 

ところで ユダヤ 勢力は ♦ろ 文化的 方面に 巧 ホで あ' る •"ン ドン •タイ ムスと 巧稱サ 

夕一 



られ るせ ホ 的 巧 巧を 有する ユユ I 3— ク •タイ ムス 巧 巧は ユグヤ 勢力の 支* 下た A 
ろみち 二 TT ク •タイ ムス 株 ま をれ は ユダヤ人 化ジ ユ，； •ォ ブク こな 
の 個人 會化 である •ォブ クス 家ち タイ ムスの かに 化 巧 ブネ シふ ンヤタ . T ホの 夕 
イ ムスを も 巧 有する •巧に ユダヤ人 デ •ダイ ド •スタ •ン は、 こ， r ク ••ホ， 夕 
卜巧 ，フイ ラダ； イア •ご， ドち 《厶デ ご ュタ ア— •アンド •ポ ，スト 巧り 
わきを カホる 巧ボ巧 曲を 巧を して ゐる • 

この か： ホ， グ •ブ； クと云 ふ ユダヤ人は •ニユ i , ク •スタ， •イ ，グ少 巧 
卜 ，ド •ご {•アンド •タイ 厶ス 巧： ッ IT ス •へ ラグ ご アンド こーユ クタ 
•ブ ，ビユ クン 巧を 奪 おを して ゐミ また アイ ォ 7 掛デ プンボ •ト ホの ユダヤ人 1 
マ ニ ユ エ グ • アドラ！ は. アイォア拥. クイス 3 ン ン ン用. 5ゾ|ジ妍. ネプブ タ 々 

州のを 惡 Q 巧閒 Q 菱を巧 章る •これら 二》* を Q 巧 巧は ゎょ を 巧 五十 巧の 餐巧 

巧 巧を 巧して ゐ るので あるが、 例へ ぶ- 1 ユ ー ョーク ホの 諸 巧 曲は いづれ も 巧ち 巧の 廣 



含を】 巧の ♦巧と して 貫 巧して ゐる w 係 上 •ユダヤ おちち 巧の 日刊 巧 聞に 义ぽ すが 强 
は 蓋し あ 像 巧 上に 大ろ いものが ぁる。 

々& •ユダヤ 系が 巧の 巧 巧が おは、 ホ ユダヤ 人なる-— スト 系 新聞の 五 百 お 十 巧 
が •パ タツ ン •マ ブコー ミブク 系巧閔 (例へ ばン 々ゴ •ブ リビユ 1 ン) の 一一 巧 S 十 S 
萬が、 ス ク リブ プス •^ヮ t ド 系 新 間 (ニユ 131 ク •ブ 1 グド •ブン .グラムの 如き) 
の 巧と 十九 巧が に 化 « して •一巧が々 たる ものでぁるが •巧 業界 •をみ •が 巧に 於け 
&か 等の み 力と •化 想 的が おにょ ろ •巧 巧が 巧のを 少を 超越した 影 巧を 及ぼす ことは 
巧 巧 出来ない. 

雜 誌を 巧 巧 じがけ る ユダヤ 巧 力の 化 表 的なる は、 「ニユ — 3 — 々1」 ( 迎刊) •ア メブ 
♦ン- マ》キユブー (お合巧誌) ユ スクブィヤー (巧巧巧类巧を】 でぁる。 巧綻お巧 
ホに がける 巧 ま 的 ユダヤ 巧 力は 次の 通 6 でぁる， 

グ アィ* y グ •プ 夕 ft 



. K 田 

ブイ ホン •アン •卜 • ン ザ スタ 1 巧 
..ク ノ ブプ な 
3 グイ シ •フ ブ— ドを 
ラン ドム ウス 

これらは •非 ユダ卞 系なる マクミラン •ス クブ ブナ— 夕 • パー ス •ホ 1 トン • 
ブリン •ダブ グデ J •ド ー ラン 等に 比肩す ベ < もない が •最近 •左 巧 思 巧の 勃 巧と 
共忆 •前 化の 巧 お 田な をが 巧舆み 力と タイア ブプ する 巧 向に あるは おじ 注 息を 巧す ベ 
ミで あらぅ。 

ラデォ かを 巧 菜 じ 巧け 6 ユダヤみ 力は 最 をを 巧規 しるけれ ぱ ならない • 

米 ほ 二 大巧を を 化の】 なる ナン ョナグ •ブロー ド* ヤス チン グ 々なは •資本 的 じは 
あやしる ユダヤ 系では をい が •巧租 長デヴ イド •サ グノ フは乂 巧を 菜 巧の 大立杨 でぁ 
ろ P シア 生れの ユダ卞 人で ぁる •次に 3 ロン ビア 化送會 がは 本® 的 じ ユダヤ 系の 支な 



下 じある* 

ユユ — 3 — クに 巧け る舆巧 巧は •文字 巧ら ユダヤ人 巧 も 事柔だ •尤も 最近 ホ ユダ卞 
巧 勢力が この ホ 面に 漸く 浸を しつ、 あるが •こ、 に 特にな 意すべき ことは •巧 進 巧が 
の 推進力と をつ てが 方面 じま篇 甘ら れつ、 ゎる 「ン アタ —• V グド JT グ グーブ •シア 
タ ー」 及び 「シア ター •ユニオン」 などの 团 おが 巧れ も ユダヤみ 力を 中ぶ としてむ る 
» である •而も これら 巧 典が 巧 团體ゅ お 勢力が •毋 にち 巧 的 方面への みならず 义因思 
想 巧へ 及ぼす が 巧の みして 巧 巧し 巧い 巧 S にお 到す るを らば •ユダヤみ 力の が 巧 も ホ 
拍ろ 難いので るる. 

巧で こ、 じ ユダヤ 勢力の おんど 巧 も 的を ホ 面が ゎる •それは ホ 固の 映を ホ まだ。 

.がか アメブ 々かを 巧 おが ユダヤ人の 巧 占と なつね かとを へば •巧 業を れ自巧 かおし 
い 勘と •ユダヤ人が 事業の 先 巧を つけたから である •現 巧 化 袭的映 まなかで •ユダヤ 
人の 息の か、 ら〇 ものは】 つもない •事 菜 的じ磅 名を％ 甘た おんどを が だ ユダヤ人 

ホ 五 



ち マ—々 夕こ クイ 然ク •アド； •ブ ，々，な も、々， T ごブ 1 巧々 •サム 

.ゴ f グド クイン お A . セグブ ユブク •メイ ヤ ，•ラスキ！. フォブ クス 巧. おな 卜， 
に 現 はれれ これらのを 巧は •巧 ユダャ人で ある。 

巧 じか ミ 巧の み 巧を 1 R する に •現在 八十 五名の 累 をち 季 I 二 名 •か ュダャ人 
である •をの 中には 最巧 巧んだ 姐 オア— ビング •サグ パ ー グとか 力— ^ こフ ムリ 巧 二 
巧ァ ，ホスト •グ ビブ チ •ジャブ ク •フ ，ナ 1 等の 一巧 塞を のをが を 巧せられ 
る。 

パラ マ クントを をは •元 ホォー スト ブア 生れの ユダャ人 プ 1々1 の 創立に か、 るち 
-表的 映を をな だが、 現 巧 資本 巧 じは ユダャ 系の レ ー マンぶ 弟と ニユ— ョーク •パブ ブ 
ブク •ナシ 3 ナグ巧 巧 信 巧を 化及ぴ フロイド •ォ ドラムの 支 お 下 じ わる。 

3 " ンビ ア會巧 の 資本は 九十 六 パー セントまで ユダャ 巧で ある •從 つて このを なの 
貪な は パブー • 3 — ン とを ふ ユダヤ人の 手中にを して ゐ る。 



ユ ニー， タグを 亦； 又？ グ •ラ； の璧 甘る ものに て ラ； ー ホが なま 
たの巧券^|巧おしてゐる。 

メ トごゴ ，グ •トク イン こイヤ ふち n ゥイ 採 まを なの 支配す る會 化に てを 
役な は ユダヤ人 をる つて 固めて ゐ る。 

RS の 奪は 基まで サグゾ 7 の手忆 をつ たが •現な ユダヤ人 ンォ •ス ピブブ •レ 
♦長の 拿を ち 《•置な 巧には ゼ ネラ義 2 おで 蓋な ユダヤ人 Tr 卜 •スク 
T フ 巧と 二蔓蓋 Q ニダ 又 T ズ；， J インが 顔を をて ゐミ 寞はユ 
ダヤ系 ン， ； 寞會 おと 5 グ卞系 《 7 トラスを なが 等を てゐミ 

T ナ イブ T ァ ，チ： 化の 大巧 ま ダグラス • 7 •ユ こン クスな ぴ サム •ゴ ，ド 

クイン if おれ も ユダヤ人 でを •チヤ， レ， •ナヤ ブプ ，ンは 自ら 巧ぶ し ミる か 

ユダヤ人 而 では 彼を ユ》 ヤ人ろ 試 《てゐ る。 (彼の 祖父 ごダヤ 人で & つたことは 事 巧 

だ) 、 



ホみ 

ユダヤみ •力の 比較的 少 いのは •ブ ュン チ— ス •センチ ュリ 1 •フ ォブ クス おで ゐら 
夕 •同 おがの 大 ホは 非 ユダヤが 巧 チュィ ズ •ナ ショ ナグを 巧の 所 あする ところで ぁる 
が、 巧 K. 巧 投じ ユダヤ人 ジョセフ •ス ヶン クが 納まつ てゐ るが し 拓を權 は ユダヤを 
にがさない。 

これは 舉 する じ •ラ デォ 及び 映を が 現 化 おを じ及ぽ すが 巧を あお するならば •これ 
ら 二つの 巧 化巧现 みの 巧 後に 陵が たる 势 力を 巧提 する ユダヤ人の 巧要牲 はお 巧 恐る ベ 
さもの が ある • 

農業 ホに 於け る ユダヤ人 

ュ f ヤ人 はをから 皮を の 住 おと 巧 化されて むた が •.アメリヵ じがいて は 特に をれ か 
1!|巧でぁる、 おにも进べね巧ら. 四巧五十巧のュダヤ人の約半巧はニュ》ョークホ巧 
じち化し’ 化の半»の大巧かも巧. ュュ》9—クなホのがをに居化してゐるのでぁ 



る •なつて お 打 じ 於け る 彼等は な 字 巧に も® 小なる が 化ち 勿論 ホ 巧のを 菜を かかす 
勢力は おんど 巧 おと 去つ てよ い。 

ュダヤ をる CJewish を ricultural society ) ^ 統計 じよれば •米 芭農柔 人口 S 千 五十 

巧のぅ ち ユダヤ人の 巧は 僅 じ 八 巧に もを しない。 このが 計に なして を •ユダヤ人が 搜 
村 向 さの 民 巧で ない ホ» が證巧 立てられる •巧な •これまで ユグヤ の歸農 運動は 例 か 
なし じ 失敗して ゐる •巧 ふじこれ はを ョ ー n ブ パに 於て ユダヤ人の ± 地所を が 祭 止さ 
れれ からで •をれ が】 化の 展 史的 因 綠と見 化されて ゐ るら しい。 

現じ ア メリ々 の ユダヤ人 口は 一九 〇〇 年な がわよ を： 自バー セントの 巧 加を 示しで む 
るに も 巧ら サお材 へのを 化は を < 化 るに をらない 位で ぁる。 例. へな ナイ ア ダラ 河上グ 
ランド 島 じがけ る 「アララト」 巧 化 地の かさ. ュユ— ョーク が アグ スター 郡の 「ショ 
"ム」 村を のか さ •ユダヤ 瘦 村の 建設は 孰れを 永 おしな かつた。 巧 お アメリヵ じ 於け 
る A ダヤ 系を 固の 有名る るは •ニ ユージ ヤシ 1 州 ヶ—プ •メイ 郡の クブド パイン じぁ 

々ホ > 



& ユダャ 人材で ある •こ、 には ユダ ャ農學 はが 建設され て •エ菜 化されれ 庭が の理趙 
をを々 S 現しつ、 ある •この か •ユユ 1 ョ 1 ク州 • n ネクナ カット 知 •マナ チ ユーセ 
ブブが •ミッダ ン掛 •ノ ー ス ダコタが •キャン サス 州に 若于の ユダャを 業を をが 見す 
る •巧 中 キャン ブスが 會上お 謀 員 サイモン •フイ シユ マン •三ユ 1 ョ 1 クが ロング ア 
斗 ランドの ジャ 。プ •々— リン 》 同が アグ スター 挪 のア— ビング •タゥ ダ— •アイ ダ 
ホ 卿の マックス • ュ ー ヘン 等は •ホ 因 庭 W にがけ る 化 ま 的 ユダャ人 である。 

攻界と 職み 巧に がける ユダヤ人 

がを じ 米 巧な ホ 巧び 喊 巧ホ忆 於け る ユダャ タカを 巧 おしてみ ょぅ。 

ュ ユーョ f ク ホの 現が を 例に 化って ぶれば* 同ホ泌 人口の 三十 パ— セントは ユダャ 
巧 なれば •同 巧の 巧 伴を なおの 半 巧が ユダャ人 であるの も 化して 不化 誰では ない。 お 
にニユ J 31 クボ 巧じ拥 おするな 怖 もが • 一二 人に 一人は ユダャ人 である •而 して 巧蹈 



は 彼等 9 巧み 方の かがで ある。 

マメブ 々のをが を じと つてを 大 のを まは 大巧 わ、 保お會 お、 信託み を.- 投巧 なお. 
巧 おな 赴 •恃詳 •が 巧 訴を問 越ょ 6 巧け る 巧 巧 巧で わるが、 これらを み 巧 じがけ るた 
まめな 肚 巧は 幽 おのた めに 法 禅 巧 問と なつて ゐる ユダヤ人は 極めてみ なで ある。 ユグ 
ヤ人法 体 家のを 巧せ る ホ 面は を 通！ 化 じが 巧 巧諾 •不助 ま 巧を •離 巧 巧を •をの 化 I 
な 的巧柔 上の 訴巧 であるから •彼等は 假か •おの 上で ネ なを 6 と，^ 舉 かの 巧 巧 上 巧* 
ねる るのに おられて ゐ る。 化 つて ユダヤ人の 法辕 巧み 力は 比 g 巧 巧 かで ある。 

巧柔巧 方面 じあつ てを ユユ 13— ク にはを なせるな 巧の » は ぞい けれどを •化を 的 
大巧 巧は がる ホ ユダヤ人 じょ 6 支 巧され てゐ 公。 法觀ホ じが、 いては •ユダヤ人が 大を 
巧ぶ はなが ホの 巧 問に おかれる ことは 巧 ど 不可能で ある‘ まれ 巧學ホ 面は 巧に ぉユグ 
ヤま 巧め を おがな 停で ある。 お 年 ァメブ 々と 十六の 巧 巧 校への 乂學を 巧 ホ 數は 化を I 
萬 四千 名に 上る が、 をの 半 巧は ユダヤ人 若し < は ユダヤ 系 靑年巧 女で & る •この 巧® 



は •ユダヤ人が ホ おの 巧 巧 s ホに 向つ てな 巧 的に 遊 おする® 向を 巧 巧に 巧 おつて ゐホ 
いだら ぅか •玻 近. この 方 巧に が ユダヤ 速 動の おを される 理由 も* この 事資 にょつ て 
自ら 巧 白と なる ので ある • 

れて ァメリヵに めける 共を まま 巧 励と ユダヤ人の 两 係は 巧 ぅでわを か？ 

一九 一二 一年が 巧讓巧 査問る の 調を にょれば •ァメリヵ 固內の 共を ま 巧 まのと 十 パ》 
4 •ント は 外因 人に て •巧 中 ユダヤ人が 巧も夕 巧を 占めて ゐる とい ふこと である •♦お 
のな 員 巧は 一一 巧よ 千 名が にて •幹部の 夕< は ユダヤ人で わる •元 ホ 进澈ま 巧者は まと 
して ユユ J 3 —ク ホを を 逆の 巧 動 地 巧と する ばか 6 でな < •ユダヤ人の 共 巧 巧ち は大 
巧 イン ブブ でぁる •巧 じ タグ ム 1 ド ま 辯 巧 法の 巧を を 持つ ユダヤ 巧 二世の イン ブ ブ 
は •特神 的 じ マグキ シズ ムじ致 向す る •しかを インタ ナシ 《 ナブ ズムを まなと しが 两 
家 ま 巧の マグネ シズ ム こを 巧闻 なき 民族の ぶが 的 あ 求に ぴた ろと をを ずる， •化のは 巧 
が 生れれ 巧に 巧して がつ おを 也は ユダヤ人には 到 巧 不可解 だ •がし ユグヤ 人は 例外な 



<• 「巧 巧」 が 彼等 じな 巧す る ものと 巧 化して ゐる 。巧言 すれば •せ ホには ユダヤ 巧な 
をが 斥す る 「巧 巧」 が ぁると 云 ふの だ •ユダ ザ 民 巧な ホの 民族は •地球上 にがてす •へ 
ての 巧會を 自由に ぞ巧 する けれども •ユダヤ人の 巧を は 到る 巧 じて 巧 巧され てなる と 
化 等は 考 へる •をの 結果 ユダヤの イン ブブ は、 現が の 制度 じな 巧す る わけで， ある •而 
してが 巧 インテリは 有能 直つ 巧 お まを 的で ぁ. 〇 •また 挂 めて 巧な 且つ 明言 的を るが 故 
にあが 化 あの 提唯 まとなる •彼等は 白 己の 名前 もしくは 非 ユダヤ人の 名前を 使用して 
(わる 特別の 理 もじょ 6) ユユ —3 —ク にめ ける 逊お思 おを 巧 誌に 巧 巧に をな しを 巧 
する •従つ て 彼等が あが 思 巧の お 薄 お 的 役 御を がず るの もを がの ことで ある， 

か 論、 すべての ユダヤ人が 共を まを をで ぁるかと 云へ ば •かして さぅ でない •ユユ 
I ョーク じは ユダヤ 系 資本家は 夕 化が なする 故 じ 共を ま 菊を が 巧す る ユダヤ人 も ホ 
い なし 巧 詔 巧 二世の ユダヤ •イン ブ リの夕 くは々 くと も インタ ナショナリズムの 巧 
奉 者 かおし くは 巧 巧 ま 巧を かぶは 自由 ま 巧を でぁる • n — ズ ベが 卜 な巧掛 立な ホ •巧 

と 互 



に ユダャ人の イン ブブが 政治の 中 巧 忆浸乂 しれ わけ も 巧す る じ 進 ホ 的 自由 ま義 ホ" 
1 ズ ベ グトじ 彼等の 巧な 的 共 巧 まを 巧ぶ しねからで あつた， 

一九 一ー ニニ 年 0 ホロ 1 ズ ペグ トのお 巧が 巧 白に ぞ巧 的で ゐら •どちら かと 云 《ばを 巧 
めで ある ことは 周み の述 6 であるが •そこに ユダャの イン ブブ 巧が 改治巧 巧を をを 巧 
に把おするじまつた理由がある- 

口—ズ V グトの周困をおる巧謂プ ンーン • トラ ス トのぅちじは、 モ？ドヶイ • エ ゼ 
キ 1 グ 、タク ング •などの 巧進氣 おの ュダャ •イン テブが 居た •か么 •大統領の H 巧 
がには バ 1 寸 ，ド •パグ •ーク •デ グイド •デュ ビン タキ— •フエ リブ クス •フランク 
ブ—夕 I •ブム • PI ゼン マン、 ヘン ブ 1 .ホ— ナ— • パ I 卜 .ンュ マン •デ f 
グイド*，ブュンク1グ、 へンブ1モ1グンック‘ ジエシ1*ストラクス (化乂) 
ンォ •クォ グ マン 等の 巧々 たる 巧 治 寒 •法が を •資菜 家を ちる •巧 じ最 巧"— ズ ペグ 
卜の政 巧には かず】 巧を 貝つ < 曲る ベン • n ヘンの 化さは、 をの 名の 示す 通ろ 生 巧 



の ユダヤ人の イン ブブ である • 

巧 巧、 ロー ズ ペグ ト がな 巧を 挺って な ホ •巧訪 ニユー •ディ— グ政 巧を ちがの 巧關 
が 巧な せられ •を 巧な 巧 未せ ぞの夕 巧のを おがを 用され たが、 をの 阿 ユダヤ 人み 子の 
巧义は 可成 6 巧く ベ さもの が ある •か汾 •これらの 巧を おが •ならに 义 国のを 治を 巧 
かすとは 思 はれない が •ロー ズ ベ グト政 巧を お 巧と して •ホ 巧の 政治が 次 巧に 進 ホ 巧 
傾がを 巧ぴ るで あらぅ から •巧 巧 ま 黄のを おを 巧び る ユダヤ人 のな 治 巧 巧 力を ホ 巧 巧 
じが 赏 されて 巧 < じ 違 ひない。 

これを 地方を おの 方面に ぶる に •ユダヤ人の 巧 力は •ユユ J ョ—ク 化を 除いては 化 
被 的な々 たる^の だが •をれ でも •米 肉 巧 二の 州 ィリ ノィスが 细讓 ヘン リ ー •ホー ナ 
1 は ユダヤ人 であろ、 巧に ホ 巧 第】 州た る ニユ— ョ—ク 州の 巧を 長官は ユダヤ 人、 ィ— 
バー ト • レー マ ンかホであることを想巧すれば. 化みに於ける ユ ダ 卞巧力は決して巧 
親し 猪い ので ある • 

セ 五 


次 ざ じ 現 アメブ 々政 巧の 中央が じな 巧して ゐる ユダヤ 系 人物を 巧 巧す ると 次の 巧， 
で わる。 


助を おを (日本の g 巧) 
大巧 おが 巧 
闻上 

ブホシ I 巧を 后 巧 寒 
司法 次を 
な ホ 巧 柔局巧 岡 
贴 巧が 巧 巧 
をな 巧巧阳 
巧 巧が 巧 巧 巧 おお 
大統領を 設 法が 巧 巧 


ヘン リ •モ— グン ツ 1 
y イス •ブラン デイ ズ 
•ヘン ジャミ ン •カ グドゾ 
デ 1 ゲ イト •リリ ホン タ 1 八 
ン— •フイ ザン スキ— 
ベンジャミン •コ— ヘン 
ゼ— ムス •ウオ 八 パ*— グ 
モ 1 ド カイ •ホ ゼキ I グ 
ン オ ■クオ グ マン 
サム •口 — ゼ ン マン 



巧な 白 大巧 デー プ • iv リス 

巧 四を 英國に 於け ろ ユダヤ人の 現が 

巧洲じ わける 化 ま 的 ユダヤ 化閱が ロス チ 卞ィグ ド 家で ある ことは 世が 巧な の 巧 貪で 
ある。 ロス チ 卞ィグ ドを は •元々 ド ィブのを しい ホ 巧 人の 息子 •西 お 一よ 四 二 年フラ 
ンク フォグ トに 生れ、 長ず るに 及ぴ 同地 じて を 貸 粟を 巧 いれが •へブ セ •々ツセ 火の 
巧 まの 信 慶を巧 < する じ 及び' 王 地のを 熙辜 おを 巧 占す る やぅに なつた。 

一八 0 S 年 •彼は ち 巧のを なを ォランダ 政が に 巧附け わが •をれ がが々 ロス チ ヤィ 
グ ドの 巧 巧を な 巧へ ずを はした お 巧と を 6 •それな ホ •今 H まで 麟拥 巧が のか 用 f 
‘ しとして おを 利かして ゐ るので ある。 

I 入 0 六 年 • S ナの原 おを •へブ セ •々ブ セ グの巧 まは 化 方に 巧れ た 時 •負 己の 斯 

セ セ 



まを" ス チヤ イグ ドに 巧した •をのを 一八】 五 年 ロス チ ヤイグ ドは、 巧が つて ゐ たが 
まを 領 まじ 返還して •签令 信用を 巧した • 

メイ ヤ ー •アン ゼ少ム •ロス チ ヤイが ドニと 四 二 I 一八 一二) じ五乂 0 巧 子が 
ぁつた。 彼等は いづれ も 巧 洲み巧 致 巧と を强 上に がて 密 をなる 脚 係を おんだ •長 巧ア 
ンゼグ ムニと と S —— 一八 五 お) は •御 業の まるる 父の 事 菜を 沿 承した •み 巧 ツロモ 
ン (一と お 四 —— 一八 五 五) は. かめべ^ リン じな 6 化と 共 じ：！ スチ ヤイ； 卜 本家の 
事 菜を 助けた が •をオ ー スト リアに 波ら クイン ナ じがいて 一家を 創ぶ しわ- 

巧 じご 一巧 ネザン •マイヤー (一 お セと —— 一八 ーニ六) は •英固 じ 渡ろ •巧が々， グ 

こよ 八 八 一八 お 五) はか 太 利 ナポリへ 移 化し •五 巧ジヤ n プ (一と 九 二 —— 一八 

ホ 八) は佛阁 パリ じ ホ 6 1 寒を 建てた- 

かくして ロス ナヤ イグド 家を 一せ の五乂 兄弟は 何れも 典型的 ユ庐卞 まを 巧し となり 
まとして が 巧 政が を 巧手に ず 巧 < 巧柔 して 次第に 巧 力を 增 大した •巧に おおに 移 つれ 



ネザン •マィヤ ー は ナポレオン 戰爭じ 巧して •巧闻 政が じ 莫大な 巧資 をを 供給し た- 
か < して ロス チヤ ィグ ドは • i を なみじ 不 化の 地位を 巧 得し •歷 化の 巧が の 財政 的. 
まが じ。 ス チヤ ィグド 家が】 巧を 貝つて 出ない 例はなかつた。 

ネザ ン ，.マ ィ ヤ 》 は’ 】 ホじ巧 い て巧ちを府のため财致が巧助じ乗ろ曲すと同時じ， 
化 方 じがて 巧爭 にがを 巧を 始めて 利 巧した •當時 •巧 信 巧 おはな く 巧 化は 迂进な 方が 
にょ 6 巧 道され てゐれ •が も かお 案 巧に とつて 远速 をる おおは おお 必要なる ところ か 
ら •化は 巧 巧 巧を 巧 巧して* クオー タ 71 の 大巧を 巧 人ょ らも おく 手に入れた。 をの 
お裝 彼は ち 巧な 巧を を 得た が、 かぅ したな じ おなる 彼のは 目 おい 遺ろ 方に も ユダヤ人 
らしい 特色を 巧 ふこと が 出 ホる。 

ネザン • マィヤ1のモラィオネグ ，ネザンも巧、 父に劣ら记跑巧を讚の人じて ， W 
巧のみならや巧巧ホじもをのお巧力をがおした。 彼は' 巧阿巧巧、 巧巧巧ザ、 ァへ^,^ 
« ホ 等に 巧して 政 巧の か 政 巧 かじ おり 出し 渐く 今：：： のみ 力を 築 さ 上げた- 

ミ 



AO 

n スチ ヤイ》 ド 本 寒は •ド イブよ. 〇オ— スト リア じ 巧 b •代々 オー スト ブア 政府の. 
ためじ 財玫 上の 巧 巧を 巧し まなか つれ •をの 巧沒 によろ 化 等は いづれ を才 1 スト リア 
の 貴な じ 巧せられ 今日に まつて ねる •巧 洲犬巧 後 •政治の 替化 じよ b 彼等の お 食 的が 
位は 幾み 巧 化して ゐる けれどを •敵 ホ じ わける 地位は々 しも 影 巧され ると ころな く、 
笔ろ中 巧が ホに 於け る 彼 巧の 巧 力は 化が として 不 なな ものが ある。 

英齒の ロス チヤ イグド 家は •ライ オネグ •ネザ ンの子 ネザン •マイ 卞 1 は •巧 化の 
巧窃 によ 6 みめて 巧 巧の 巧が を 巧 巧され •アイ^ズ バリ 巧よ ろ 下院 讓 員に おされて 巧 
ホ, <6 をした •. 

現 巧英系 n ス チヤ イグド 家は •ホの 巧 6 お 巧 巧資 じを の 巧を をを 巧 的に が 制して々 
る けれどを •巧 菜 ホの あらゆる 部門、 K 菜 巧の 代表的 大巧 お內じ 〇スチ ヤイ 八 ド 家の 
巧 力が 浸ぶ してむ るので ある。 現 n スチ ヤイ 火 ド 卿は 本年 お 十な • I 二十 おの 大お 巧を 
巧を 巧な お 事 菜を 社の 巧巧會 にか ま 6 政治的 じは リペラ グこ三 オン 巧 じ « し ミ ド， 



バックス 扣 ょり 下 巧讓員 じ理睾 された。 

巧莱 ホの 雄と して かられる ィンペリア 八 •チミ々 グ •ィン ダスト •リ ーズ (ホ 国 化 ホ 
エお巧ホ會化) は’ 英巧巧指の巧需エ菜じて、 ドィブの1*6义ぴ. ^^メリヵのデユ 
ポン诗 化と 共 じせ ホの 化举 工業 ホを 牛 巧つて ゐ るが •このを か 長 マッダ ヮン 卿は •故 
メグ チユ ブト 巧の 巧 巧を 路 巧して ゐ るる •メグ チ 玉 ブト 晦 こを 元の アグ フレド •モン. 

ド 巧と 稱ふ ユダャ 人で あつた。 

モンドは •日本に 於いても ホ 年 なられて ゐる プラナー •モンド 會胜を 巧 有し •化が 
大戰後ブラナ！ • モンドをなをま體とする！ -c •! (せ田化畢エ柔巧まを化) を巧 • 
« した 巧 かで あつれ • 

巧 困 W 巧に おける ユダヤ 巧 力 

巧团じ 於け る ユダャ人の なは •化の 拥を 巧に 比して 遙 じ少數 である •一九 S 六 ザ. 




巧の 树か曼 にょれば •，での お 二十 養に あぎない。 シナ ゴ ，こ猜 を 食の き， 
巧 •化な 歎 二百 人で みる。 

お 罔 じ わける ユダヤ人 ち 乂 因と 同 棟を の 九十 五 パ， セントは が 巧に ホを ミ. 巧. 
にを の 大部 かは。 ン ドンの ィー スト • H ンド じがて おが 生活を をんで ゐ る。 

元 巧 ユダヤ人が をの 巧 巧じ进 巧し ょうと 巧め てゐ るう もじ •自が じ 出 ホ 上つた fc 
を 害の がまは' みなに 巧な や 先例の 中 じ お ま 化せら た 葦は 讀 的を 法拌 となつ 
でし まつた •ユ》 ♦•人が 違と して 蒙した 富な髮 害は •やがて 法 ホと してが 
等じ讀 されち ユダヤ人が 中世 雲が じ 霎な惹 を 占 ミ やうに なろ •おを が 十 

字 巧が 化 巧から 益 ♦巧な 的になる と共に •ユダヤな は法雜 をな つてぶ めら れ •巧が々. 
M 巧と なつれ • 

赛 的な ユダヤ 巧は •廳曼 は 蜜の あくじ ぁつて •みを 0 て 困 まれ、 人口が ぉ 
た爱 である •ユ ：窟が •冀 的！.： なら ；， A い 蒼の ユご おは •シナ T グ (を 



太 おを)‘ の 用 困に 出 ホ 上つ たらしい •シナ ゴ—グ は •ユダヤ人の 地が 的 •宗 かめ ホ 巧‘ 
の 中む だ •裳ち も ホ 化ての ユダヤ おに 巧 逝して ゐ た。 

ロンドンの ユダヤ人 も ホ、 他 巧の ユダヤ人と 巧 摸】 巧 おじ 密集して ゐ る。 こ、 は 口，. 
ン ドンに ホれ 这んだ ユダャ 人が 民の 巧 民 地でぁつて •彼等 移民の 大部み は バぶ具 製造， 
あ 巧 お 作 •をを •巧 巧 巧 じな 事して ゐ るので みる。 

曾て リ チヤー ド ー世 時化 じ •大規 巧の ユダヤ人 あ酱事 かが あろ •おじ ちれょ 6 迎つ 
て 中世が にノグ マン 人の ユダヤな みおが 大 々的に 巧 はれた が、 最 あじ 於ても ロンドン 
の ユダヤを 巧 巧 事件が 巧 S 巧 四が おして •.いつも 大 さなな 會 問題を 巧して ゐ る。 

さぅ しわ 時 じ •ユダヤ人の ためにが おする のか、,— パ ー ト •サミ ユユ八 卿 だ。 彼は 
一九 一二 一年 •マクドナ^ド •ポ^ド ゥィン 聯立 內 曲の 巧 巧だつた。 現が 巧 巧 政 巧みの 
一巧 力で あ 6 •ユダヤ あを 化を する 努力 だ。 なつて お 巧 巧の ユダヤ人 巧趙 はまと して 
がの 政 お 的 ホ おにょ 6 おか ク れてゐ るので ある • 



八 因 

巧 因 政界に 巧け る ユダャ 系み 力は •相を に 巧 風され てゐる •曾て ゲイ クト リア 女皇. 
巧化の政お家中の逆みビー n ン ス フ イー グド巧* 卽ちデ ス レ ブー が ユ グ 卞乂であ つた 

やぅに •が お サミ ユ H グ巧も 亦 •巧が 巧の ュダャ 巧 力の が猜を もって 畢生の 巧 おとし 
てゐ ると 云 はれて ゐ る。 

ネ •。巧 おの 中必 じを きをな して ゐるユ ダ 卞系化 表 的な お 家を 寒げ れば 次の 通 6 であ 
る • 

巧內巧 大臣^ — パ-- 卜 •サミ ュ ょグ鄉 
前が を 次官 フイ， ブプ •サッ ス ー ン 
現 大巧 大臣 ジ 3 ン •サイモン 
元樞 巧な 法な を 貸を パ f ム ー T 舟 
固を 讓貸 (巧 巧 歎) クタ スプ 
現 陸 巧 大臣 レス ブ •ホ 1 アベ リン ャ 



田ち 巧 お ま 員ク ラク ド •シュス タ— 

其 化 政 かが 巧 じは ュダヤ おを 巧 巧は みして 少く ホい •がし おかな 上の かき ュダヤ お 
政 おを がが 當巧 化を 巧 巧 力を 巧して ゐる としても 英 因の 巧是を 左右す る じは まだ 馀ら 
にが力でぁる。 

ところで、 これを化巧方面じ見るに. 巧巧をおホの五大を巧バ》クレー， ロイド、 

ミ ドラン ド •ナン 3 ナグ •プロ ダ インス •クエ スト ミン スタ— の 五 巧に 於いても 巧を 
の 資本を おじて ゐる のみならず •前 お n スナ ヤイ グ ドを 巧め •をの 化のを 立 化 隅に 巧 
資されて なる ユダヤ 資本は 巧當 ちがに 上つ てゐ る。 

次 じが おを なで あるが •アライアンス •アトラス* ずン •ロイ ヤ少 化み.。 イヤ少 
• ♦ー ネス チ A ンジ • ロンドン •アン ュ ランス •ゼネ ラグ •アブ クシ ザント > イ —グ少 

.•スタ— 等のを 化 一4 巧 資されて むる ユダヤのを 本は 凡を 巧 一二 借围 じを する。 また 國巧 
儀 巧 例へ ぱ グレ i ゥ H スタン •口 ン ドン •ミ •トラ ンド •アン K « K n ブト ランド 巧 

入 五 



ク '' 

巧" ン ドン •ノ ，ス •ィ ，スタン 巧羣 にを 空 ユダヤ 贫ネ •かなす されて ゐる • . 

巧に 棄を i する に ユダヤを 本の ちら 塞なる 两 巧を 有する は •援事 g •巧 
へぶ 力， 卜 ，グ ドを ち レ — 3 ンエ菜 •プ ，デブ シユ •セラ ニ， ズを薑 ^ ろ • 5 
かを 化 0 中* グを S ぴ ァぺッ i •トッ ニダ ド じ若于 0 妾を をる 忆进 ぎむい。 

蓋 ァン ごこ r 謎 巧 • ff ァス なをち 7 々ナ 巧のを 等に も ユダヤ 

か 巧の 度 手が 伸びて ゐ る。 

之— す 蓄 ニダ* がさ •まとし 5 娶？ お 享&と 一》 つ—- 支へ なか 
らぅ 元 ホ 巧丰 裏は B 巧が に 巧 曲ぶ 化き で ミる 援上 •巧隻 易のを 
曲咨で t 香 5 爱 たる 賽 ニダ 5 ま 投下せ S をち ミ 雙て現 ぉ •支 

が •$ {ける がな 財历或 江 巧 W 巧と 巧 巧 脚 巧 ぁる サッ ス ，ン 基は 咸 がわる ユダヤ 
巧を 本で ぁる- 

か 致 望は 姪濟的 なち まきを 面た 室の か 巧 政 巧を 窒 する ことは ない •か レ 



これを 地方 的に お 討 すれば 現地 じがけ る 英巧お 巧 力の 脚 向 じょら 彩 巧 甘ら れる ところ 
をければ •巧へ ぱ巧洋 じがけ る ユダヤ人の 巧 力 •特に ゲイ クタ— •サ ブスい ン 抑のを 
かこを 大いに 巧 怠すべき である。 

* 

义化的 ホ 面に かける S 太 人 

S 文化 ホに わける ユダヤ人の お 巧は みして 巧 おする こと だ お 巧に い • 

ユダヤ 系 おがを な •又は ユグヤ 系 寅 本と 贿巧 ある 巧 化 元は ジョ ー デ •八 ゥト レッチ 
父モ#社、ポーグ*トレンチ*トラプナー巧まを化，マイグ^*ジョセフがまを化. 

^ — シユフ A グト 兄弟 巧會 •ゥイリアム • ^ 小ネ マン 株 まな 社' ゲイ クク f •ゴラン 
クズ株 ま會な 等で ある r 义 •自由 巧の 機 脚 巧ニユ クス •クロニク^ お、 勞巧お 巧 曲 巧 
グ ー ブー •へ ラグ ド 巧の かきを 力なる 巧 W おも ホ •ユダヤ人と々 なから to 明 巧を 有し 
でゐる • 

至 



陕を事 菜は •従 ホア メブ 々の 資本 じょり 牛 すられて ゐれ •卽も ュダャ 資本 支配 卞の 
ホ 固 映を 會 化は、. お 巧 じ 巧 立を おを 御 立した。 例へ ば ブォッ クス •プリ チッシ ユ映茲 
を化. パラマクント《プリチブシユ •プロダクンョン、 ブ ーナ1 巧弟 フ ブ I ス ト • ナ 
ショ ナグ巧 作を 化 等が •ホ 固 ユダャ 資本 じょる 巧茵 映を 巧が 會化 でぁる。 然し まれ 巧 
巧 系の ストー グ映盞 巧 作食肚 、プリ チブシ ュ网巧 映を •腑合 おが 映 益 なか 等には •巧 
巧の ユダャ 資本と 速 おして ゐる とを はれて ゐ る。 

せて ペグ ブンじ わいで みつの H 刊巧閒 と •十一の お 誌と を 持つ て ゐれク グシユ タイ 
ン巧や* べグリ1ネグ*夕1グブラブトでち名なグドグフ*モブセや> フォグユグブ 
やフラ y クフ グブ巧 坊や、 をの 化プォ グフの 通信社が み ダ ャ系巧 力 下 じぁ つれ やぅに、 
ロンドンの ロイ ブグ 通信な じ も ユダャ人の 巧 力が 少 から やむ 下されて ゐ る， ロイ ブグ 
巧 倍は パブ 1 のア 1 ボス やニユ — 3 — ク のユナ イブ ド •プレス (を 同 巧 信】 と扮 をし 
V、 巧 ふま、 じせ ホのを » を 化を して ゐ る^ 



せ 巧 大戦の おらに 當ら •ユダヤ おを 巧は' をのな 棋と醜 おな プ n パボン ダと じょつ 
て •巧を おの 巧 巧 じを も大 ホる 巧 接を もたらし たと 公言した •これは 英 卸の 巧 閒 じか 
巧じ巧力な巧力を巧太人がもめてゐるかを窠巧さするものであをが、 をの巧がはノ — 
ス クタ ッフ 巧の お ダ ミ 1 ァ 巧の デ I リ ー •エクスプレス ぶび デ， リ 1 •メ t グが 
親 ユダヤ 的で i •スタ マー •、ィ ブッン の 支 酷す る 六十 八 巧 閒もホ ユダヤの 化 方で を 
つち 尤を英 挽の 輿を をが ぶす る 巧 巧 巧が を 部 ユダヤ人の 巧 力に あるとは 云へ をい 
が •ょしんば ユダヤ人の 貧 本 的 巧が な < とも-巧 あの 巧 逝をから ユグヤ 人の 化 方と な 
つて ゐ るのは 巧を し 巧い 事 巧で ある。 

現在、 英国 おお ホを 牛す つて ゐ る-ログ ド •ラスキー が 巧 や 詳論を ヒユ ロブ プ •ミ 
ラ 1 を ども ユダヤ 巧ヤ あるが' 彼等は いづれ も おお 巧 じ わける 左 現 閒± として 巧年ィ 
ンブリ 間 じ 絕大の 支 おを まけて ゐる •なつて 英國义 巧に をを 現の 巧 力は か络 にが 大し 
‘ク 、あろ' をのな 巧 力と なる 若い ィン ブブの 中 じは 才能な おの ユダヤ 靑 年を 巧 おする 



さ 

ことが 巧 巧る ので ぁる • . 

巧 五 s 世界 ュダヤ人 大會 

巧 一回 世 ホ ュダヤ人 大 をろ 昭巧 十一 年 八 巧 八日よ 6 一遇 脚 ジュネ f プ じがて 開 巧 
され •參加 ユダヤ人の 巧を 困から 巧 巧 化 表を 二百 九十 一名で ぁつた。 をの 巾 アメリヵ 
よ ろの 化 ま 者は と 十九ぶ •參 加を 中のを 多 おを ちめ てゐ た。 

ホ もこのと 十义名 中の 五名は みを ま 巧を にして* 同大を か パン スタィン 閒趙 じ關し 
で アラ ピア 回 お 巧を 支 おせる 左 巧 ユダヤ人を 排 巧して •お 罰じ附 せんとす るか 誰じ署 
を廿や •ためじ 英巧 化を の勞 街を 達の お證 じを 巧らず •僅 じ 二 〇 巧の 反 おお 廣を 巧た 
めみ で 本大會 から 除名され てし まつた。 

本 大を巧 巧 委員長 スフ ュ ブ H • H ス •ヮィズ 巧 ± の 富 じよれば、 か、 る夕 ぉの 化を 



まが】 をに 會 して. 世 巧の ユダヤ人 巧 趣を 公然と 論證 する ことは、 ユダ. ヤホ たな ホの 
】大ホ がであつた。 

しかも 本を に 出席せ し 化 まを の 化を せる ユダヤ人は •巧 じ 六 百 巧の 多き じ 上 6 •現 
巧せ おに 於け る ユダヤ人 お 人口は •わょ を モ五巧 S 十一 巧 五 千 人と 算 せられて ゐ るか 
ら ，そのご 一み の 一な 上が 络 一回せ 巧ユ ダヤ大 をに 化 表を をを つたわけ である， 

本大會 じを 加した 田は •一二 十 ニヶ 酉で ゐ つねが •ま 巧なる 固で 之に を 加し なかつた 
ものは •先づ ド ィブ、 ソ巧巧 •ォランダ •ス ヵン デナ ビア 諸 固で あつ わ •右の 中 •現 
じ ユダ卞 人を 貴會を 巧しながら 化 ま 巧を 送らな かつた のは ォランダ 及び 化 歐の諸 巧で 
あつち ‘ 

本乂 々がな ホの ユダ ザ乂 巧の のみな 巧な をを 巧して •を 世み ユダヤ 人み 通の 巧を を 
巧を する ことを 目的と するとい ふ 巧は •乂巧 十 巧 曰 採 巧せられ た 前記 ブィ ズ巧 ± の 挺 
美を ちれ ぱ钓る •巧ち 



が-一 

『本 大會を 世 巧 ユダヤ人 大 をと 巧す •大會 の 目め は ユダヤ人の 一切の 阳报を 白 巧 巧 
じ® 力 合 巧 せしめ •巧て をせ ホの ユダ ヤ乂 のために 巧 巧 せんがた め 世 巧 的 組 巧を 娘 
巧す るに ゐる OJ ' 

ホ 言 すれば •フイ ズ巧 ± の 提美說 巧の か < 「化の 大會は •夕 なの 閣 家に 巧を 甘る ユ 
ダヤ 人が 巧 等 共 巧の 閒 巧を 眞 面目 じち 巧し 旦つ 之を 巧く お 討し •么忆 ょつ て ホユダ 
ダヤ 人の をして ユダヤ人 巧 巧を 理が 甘し » ると とも じ •をのが かにな カサし A 
ん とする をを のま 現で ある」 とい ふ 巧 じある • 

なつて 本大 みの 巧 菜は 次の 巧ら である* 

《一) ユダヤ 人の 恒久的せ 巧め なの 巧の おぶ 

(一一) パ：^ スタイン 巧 巧せ び ナチ ス •ド イブ 巧 題の 如き 切を せる ユダヤ人 巧 巧の 考 
巧 

かくを もと •本 大會じ わいて は •さら ユダヤ人れ るを 恥ぢ •ぶは ユダヤ 巧 酉を 巧な 



もは お茲 善を ホむ る ことによ ろ 麻 ホ せんとす る ホ おが 的 ユダヤ人を 巧 力が 巧せられ な 
けれ ぱ なら « として ゐる • 

大會る 巧 日た る乂巧 十四日 •大 を 代萊 まは 四 年を にみ 田 じ わける ユダヤ人 化 おじ ■- 
ずる ユダヤ人 じよ 6 を 巧 且お拓 名 かまの 比例 お 巧に 従つ て a 擧 する ことを みを しれ* 
去に 巧のを 擧 は、 最も 民主的れ るを 巧し •化 まちは 巧に ホ 田の ユグヤ 人 W 巧よ 6 巧 遺 
される ことを 規 をせられ •を 化を 者の 乂 をは 一 一年な におを せられる ••巧に 化の 大會 W . 
舍 巧の 中 晒に 少< ともな 年 一回の 中央を 奈 をを 巧 化して 大を巧 巧遂 巧の 巧 巧を 巧す る 
ことじして ゐる • 

かの ホ じ 常 巧 巧 M としで お 巧 まち 會を 巧け 心 大會の 事 巧を 巧 巧ず ると とちに •たみ 
化 ままの a ♦をを 巧して •をの 合法せ を 審理す る 巧 曲を お 立す る こと •且が 田 にわけ 
を ホれ 巧 ユダヤ人の 化 織 巧柔を がふ •而 して これが « 巧 巧と してと 巧 五 千 巧を み 曲よ 
ろな 出す る ことにな つて ゐる •- 

4 さ 二 



% さ- 

常 反 S9«ll 

をの かきを お 機 脚に 巧して •一一 年 おに 巧 催される 大食は •をを ま 要なる 證讓 おを 巧 
肪で ゎるが、 化の 大會は 巧 じかの 四が にみ れてゐ る。 卽 七三) 政治 郁 (二) 社が ぶび 巧 
巧 郁 (三を ち 宣傅及 ぴが巧 郁 (四 お 政 郁で ぁる •而 してを がの 巧 掌 事 巧を 巧舉 すれ 

ば、 

(こを 治が 

.が 界ユ ダャ大 みを なて ユダャ人の 中央 機 脚と してみ をせ しむる こと •を 巧 ま蔚的 
网 家の ユダャ人 じ 巧す る 巧 まあび ヒブ トラー まを じ 巧す る巧爭 •.移住 閒幽 •化 セ 
ム族述 勘が が齒 じがて 犯罪と してな なられる かき 蓮 跡 •ボィコット 巧 脚の が 側‘ 
(二) れ會 ぶび 超 巧 郁 

ュダャ 人 差別 撤廢法 邸 •基を の 装 集 及 ぴ配か - 



こ 一一) なな •宣傅 ぶびが 巧が 

ユダャ人に 巧す る 咨巧運 励を 巧 ふ 常任 執 巧を 員を の 活朔を 巧 かする ために、 ホ 地 
巧な じ お 巧 巧 巧 巧 巧を 設立す る こと。 

(四) 巧 巧が 

を 鼠の ユダ卞 人を 員を をして せ 巧 ユダャ人 大 をの 決を じ おつで を々 をの 巧な の f 
パー セントを な 出せし むる こと •巧 化大 を審柔 のぶ 巧に 必巧 なる 貼な 上の 決を を 
なす。 

せ 界ユダ >乂 大巧は •右の おろな 巧の 下に おなお 阳 設立を 決が し、 次の が 貝を 巧み 
お。 

太が 名 ホ 巧 長 ジユブ アン - w •マ ブク (米 固) 

ホ 巧 執が 卖 負ち ス ブブ* ン *5 •ブィ ズ (同} 

♦S 



ミ 

4 •央巧 巧を 巧を グイ K •ブ プス * (巧】 

♦かま 巧グ イス •スト グブ (米 苗 ユダヤ 乂會巧 かみを 負ち) 

而 して 同大を に 於て 揉择 された ホ 譲は がの 巧 ゎで わる •三) パレスタイン 网巧 (二) 
ド イブ 巧 おに 對 する ボイ 3 ブト • ごろ】 巧 巧 巧 巧 趣 •(巧) 反 そ ム巧迷 化に 巧す る 田 ザ 
(五) ド イブ •ユダヤ人 巧 巧 •(ム ハ) 因 外 亡々 者の 致 巧 •(よ】 ッ 巧 巧に がける ユグ ヤ乂巧 
巧 等じ两 する もので わった* 

な 上と 化の 巧謠 案を いち {限 6 みる 巧 面 じ»巧 ずる ことは 不可能な るを なて •そ 
れ- 大略を 杞巧 すれば 次の' 法ろ でぁる。 

ご) パ： iK タイン 巧 巧 

せみ ユダ ヤ乂大 をは •パン スタイン じ 於け る アラ ピア 人 回な ホの 巧 巧に 巧し 巧 夏 
なる が議 をな し •を 任 統治 巧た る 巧 H 致が ぶび H 巧 稱巧じ 巧して •アラビア 人の ブ 



II けちを 菜 •ユダヤ人に おする あ 宵を 度® じな 巧る ことを 巧みし •また パ 少フォ 
ア を 言 じを 巧され たるち のの あがなる 屉 巧， ホす る •巧 じ ユダヤ人と アラビア 人 
の 共 巧» をの 發 おじを がする ことゎるべき 巧 豆の 權 巧を 巧 巧し •兩 ホの ホ 巧 的な 同 
を ホち する ユダヤ人のを 怠を 巧言ず る- 

(二】 ド イブ 巧な じ 巧す る ボイ n ブト 

を 世 ホの ユダヤ人を 員を は •が团 法律の 託す 巧 困に がて ナチ ス •ドイッ 巧 お及び 
をの 事 案を ボイ 3 ブトす るれ めな 力を ま ホす る， か、 る ボイ ュットの 巧み かな るれ 
» には •巧に ユダヤ人の 化活 のみなら や ホ ユダヤ人の 巧 曲な とも 笛 力す る こと •大 
會はアメリ 々をホ困化びポ！ ラ ンドじ巧けるボイ 3 ブ ト巧がを巧をるじも巧らや’ 
ナナス •ド イブのを 巧を 變巧 せしめる じ まらな かつね 事 貪を ホ おし •をの 重 巧なる 
理由は、 巧 田家が t ブト ラー に 巧して 無綱賠 なる！！ ホを 示しね のみなら 乎、 ド イブ 


じ 於け る 巧 ザ 巧が •應 俯を を增 かしつ、 みる 事實 にを する • 

ご二) 一巧を お 巧趙 

ユダヤ人を 民 巧 題は •あ 巧 切 巧に をのが ホが 巧 望され つ、 ある •.現在 ポー ランド 
の ユダヤ人は 巧 巧 的な お 的が あのた め 化 罔に を 化を が おな < されつ、 ぁるが、 をの 
二十 巧 人に 上る 巧 住民を 一時 じ巧收 する 阅は 巧ん どない。 まゎ ドィッに 於け るユダ 
ヤ乂の 二十 乃 ま 二十 ニ パー セントの ぅち 二十 パ ー セントは 巧 巧の おが 中で ある •を 
の 化の 歐紳 諸网な 住の ユダヤ人は •を 固の 經巧的 政治的 寬嚴 じょ 6 移住の 運 かじを 
なしつ、 ぁる。 なじ これが 巧 巧掛 立は 現下の な 孫で ゎる •而 しでを の 解 お 方ぶ は- 
(ィ) 專 巧を 員會 をして 移 化を のかを を 巧 •な贫 をが ふ ユダヤを 化 巧 巧の が 

ち • 

(口) ホ 固に 巧して 巧 住が 限 法の 巧 巧た ホむ る 巧 巧- 


(ご H 巧 巧 巧に 巧して 爸田政 巧と ユダヤ人の 巧な じつき ぶ 棠せ しむる こも 

- . 

( H ) 反 セム 巧が かじ 巧す る 田ず 

世 ホユダ ヤ乂大 をのを お 巧 脚の 政治 巧を 通じて •セム お 巧 反 巧宣傅 運動に おすろ 
H ザ をれ 織 的に を 巧し-* ム民 巧に 巧す る 逆宜傅 及び 中 巧に 巧して は •化が 的 手が 
わなて 巧爭し •ホ团 をして おを の宜 傅を なて 巧 罪を 巧 巧す る ものと して 化が らしめ 
ん とずる。 

(五) ド イブ •ユダヤ人 巧 巧 

ド イブ じ 於け る ユダヤ人 なをに 巧して 巧を なる が 巧を 巧 a 、 をが 巧の ユダヤ人 じ 
巧して ナチ スに 巧す るが 巧を がかす る。 世が ユダヤ人 大 をは T ま 人は ドイッ •ユダ 
ヤ 人のを をなる 道な 的 •法が 的ぶ び ホ お 的 ホ 等が 保 巧せられ、 而 して ユダヤの 膝 化 

九九 



ぶぴ ユダヤ人に » ずる 巧 惡 とを ホ 毀 街が お 息す るを •巧 力 的な 巧抗 をが 巧す と. こ 
.とを み讓 した* 

朱 1 マニア 上院讓 員 マィヤ 1 •よプ ネグは •ヒ ブト ラ— を 巧 巧す ると 司 時 こ、 み 
ダヤ 人な 寒 じ 巧して がが をる 化の ぶを 致 茵の废 巧を がが し •『吾人は この 世が ユダヤ 

乂大 みに ょつ て 吾々 白みの 地な を 守らねば なら 任」 と & じれ • 

♦ 

• 

(六) ユ グヤ乂 じ 命 巧 巧 

せ ホ ユダヤ人 大食は、 ユダヤ人が をの 居 化せる H 家 じ 巧で 巧 巧を まけるべき 供 巧 
を 巧す る ことを 巧 巧し •たと へ ド ィブの か < 民な 的 差が となす H みと 雄 も •をのせ 
ち 地 にがては •や 等に がを すべさ ことを を 固に 巧 巧す る。 

(と) ッ 馨 巧 じがけ る ユダヤ人 巧 巧 



. ッ巧 巧が せ ホ ユダヤ人 大 なにを 加 しないが、 大會忆 がて は T ッ巧 巧に 巧て ヘプ ラ 
イ 巧の 使用 •ユダヤが の 信仰 及び シォニズム 運 故に 巧す る 旬 おを 撤み すべき ことた 
.* ス 3 —當局 じ 巧 巧す る」 ことを み議 した。 

巧々 章ッ職 邦と ユダヤ人 

ミグ ブー 氏が •ポブ シユグ イズムの 貪が I 一 化 痛に 於け る n シア 系 ユダヤ人の 巧御义 
は ユダヤ 的 巧 巧 じ 巧て々 しも 述べで ゐな いのは •なしむ ぺさ丰 巧ち である •彼は 二 巧 
乂十阿 頁のぅ ち 化かに 二 頁を モスク ブのユ ダ 卞巧巧 じがけ る 「^ビ マ」 が 脚 じ 倒さ- 
れ 巧の 巧技は 「口 ア ぶが 術中の* もがぶ わ & 細道の 一つで ある』 と 云つ てるる のみ 
でみ る •タイ ムスが 一九 一九 年 S 巧 一一 十九 H の 巧 上で 『ポリシ 王 ゲイ キ述胁 め 中樞巧 
W を お 巧す る 二十 人を < は 一一 一十 人の 人民を な 中 •七十 お パー セント 巧 上は ユダヤ人で 



ある』 とか、 『若し レ f ニンを 化の 連 巧の 胜お とすれば、 ユダヤ人 はがの 手 あで ある 4 
とを つたこと 等 じがて は •ミグ ラ— 氏は 一言 も 觸れる 所がない •當 時とは ぶ々 錢 つて 
なる かも かれない が •一九】 九 年 四 巧 十二 日の おを なの 一新 脚 じ 6 シア 系 ユダヤ人が 
『リシアの 社 巧を かは 事 實上ュ ダ 卞乂の ホじ攸 つて 化された と 云つて； ^ 過言では ない』 
とみ 言し わ 事は み 巧で ある。 尤も ミ 八 ラー 氏は. ジュス イブト 派と ポリシ ュゲ イズム 
とを 化 巧し、 『ポ ブシ H ダ イズムの 赖 神は イグ ナナ ュ ー ス •口 3 ラの 戰閒 的な を 巧の 巧 
神と 同一 だ』 と 云つ てゐる •ぶ 程 グイ スン リ—が ヵニング スビ I (coningsb ごの 中で 
ちつて ゐろ やうに r を 巧の ジュス イブトな おは 化て ュグヤ 人であつた』 かも かれない。 
併し 彼 も 云 ふやう に 『ョー ロブ パの 巧大 なる 巧 動じして ユダヤ人の 疹 加せ ダる ものは 
ない』 とま 巧す る こと も同樣 にみ 巧で わらう。 

* シアに 巧て ユダヤ人が 革み 的 巧 巧を お努 したのは •をめ でを がで ある •巧 人と し 
ての ュダ卞 人のう ちには •ホ 致 時化に 巧 位 巧を じ 上ろ をと 權 巧を 巧 じした ホを あつた 


が •下 あゴダ ャ人乂 ホは 巧くな 窜 され 壓 なされて ゐね •あ 壁は 單じ » 巧 的を 治 的 巧 お 
にぶいて ゐたぱ か' 9 でな < •奈 なか 巧 由 じる ぶいて むた •迫を またる 正統派な をと 巧 
接 じ おびつ けられて ゐる 帝な 巧 巧を 巧搜 せんとす る おおは •多 <の《 シア 系 ユダャ人 
の W 中に なえで ゐ たに 巧 違ない •巧爭 前 •ユダャ人が あ 巧を 通じて 糊 逸 ま 蔑 •若しく 
は 化 巧 逸 ま 巧に をし <巧 いて ゐゎ こと も. 其の 一. がの 理由は、 彼等が ユダャ人を なな 
する で シアを 巧んで ゐ たからで みる。 尤も •これ じは 巧を ままを 支持ず る ことは 『巧 
巧者を 支が する」 ことに かならぬ と 云 ふ 巧 巧が 加つ てゐ たか も かれない 。長い間 ロシ 
ア と巧歐 とを 分が して ゐた 巧稠は > まとして ユダヤ人が 掘らを つ 巧げ たもので をる。 
例へ ば お ロスチャィ^ド 卿の かきは •非 巧な 反 露 まを 巧でぁつた。 彼は せて •ロシア 
におす る 公 巧の 巧を. としてを 閣ホ 室の 領地 及び 巧 山の 曾 巧 巧を 難が すると 云 ふ •巧め 
でが 利な 内-巧を さへ 拒んだ ことがぁ つた。 どんを に 多額な 金を 赏 つてを 化は 彼の 稱巧 
をあ番する巧家をお巧ずるおにはなれなかつた， だから， マ；^クスのお說が夕<のみ 



Jo 四 

ゾヤ乂 の 必に訴 へる が 巧を がつて ゐる巧 •巧みは な 等を ロシヤ のま 人な たらしめ •.义 
しくが 等を ± あじなけ て々 たぶ を お的辆 巧を 頰 巧し 衍 るか も かれ & と 5 ふ 化 おが 彼等 
を 引きつけ たこと、 等を 勘を に 入れな < とも •ユダヤ人の 必を ボタン ユ ダィ. ズムじ お 
びつ けるな 巧が ホ 巧に 巧 かつた ことは 疑 ふべ < もない • 

1 • 

なて ユダヤ人が •ロシアに 巧れ 込んだ のは 何時の 頃で あるかと をへ ば •おを に巧捉 
された ところに ょれば， 紀元前 五八 六 年聖郁 ユグサ レムから アナ トブア •バグ ヵンず 
をを おて 黒が 沿岸に 移 つれが •ユダヤ人が ホ圓的 化を を 巧と なつれ のは、 一とよ 二 年 
にお まつれ ポー ランドみ 割な 後の こと だ。 

一八 化よ 年の 期を じょれば •ロ ッア巧 ± 巧 じ 居住す る ユダヤ人な » 五な 十九 巧 人中 
ぉ ー ランド 地方ち 住民ち 一一 一十一 一巧 人 •おを 巧な 居住 民は 凡を I 二ち 五十 五 巧乂 傍と をは 
れでゐ る。 



•このが かにょ ろ 特にを をず •へき 巧は •ユダヤ人 がを 時ょ ろ 巧ぶ 曲 巧に 居 化して むた 
でぁる •巧俩 ロン T じがけ る ユダヤ人の 迫を は 巧 かの 毒 だが' ユダヤ人 おがの 巧 
由は’ 

一、 ユダ > 人 はぷを おなで ホい 

二， ユダヤ人は 白 由 ま 巧 的で ゎ 6 巧 命運 巧を 支が する 
一二， ユダヤ人は 巧に スパィ 的 巧 沿を 巧サ 
四 •ユダヤ人は 巧夕 おじを 生す る 
五 •ユダヤ人は ユダヤ 人語を 闻執 する 

な 上の あらで ゎるが •をれ じ も 拘らや ユダヤ人の 巧 巧 的み 力は •やがて ロン ァの 
す 巧 的 化 化を 巧 巧す るに まろ •遂には ポグ ロム (ユダ 卞乂虔 巧) の 助 巧と なつた。 而 
も をれ はな 年* ーッァ 巧々 運*! に ユダヤ人の 勢力を 扶巧 する 巧 巧を お 巧す るに まつれの 
である • 

10 五 



. 】 〇々 

一八 化 お 年 ミンスク じがいて おぶされた" ン ァ扯を 段 まがが 爲じ おし 心、 をの ま 柳 
的 ホ 場に あつれ ものは ユダヤ人で あつた •ジノ ピユフ の おを じょれば •同な 巧 一 回大 
をが がのぅ ち、 ユ— デバ マン •ゥィ グドグ チブク •グン メェグ 、ム トニ ブク • 3 ッ 
スキー •ジ / ビ ホフの 六 名が ユダ卞 人だつた • 

巧に】 九】 よ 年の ロン ァ 巧を 直を 巧 立した ヶレン スキー むかの 巧 一次 執行を 貞 みを 
貫 十五ぶ 中 •义 人は ユダヤ人 であら 巧に 二人は ユダヤ 系に 巧した •卽ち 

パク ダノフ •々•ヘブン スキ >グ ブネ キブチ •フラン n グ スキ •ス^ノ フ' ェグ 5 ッ 
ブ •ス チェ ク W フ •グロ — マン •プ ロン スタィン (トロ ブキ —) •ケン ン スキ，、 ッコ* 

ブュ コ フ のを 計 十】 をが をれ であつ わ •而も 彼等の おを 甘る 喊 巧から 判 郎 すれば •单 
巧 上 政 巧は 化 等 ユダヤ人の ホ 中に 巧して ちつね •をれ はまた 巧 命 政 巧が ユダヤ人の 自 
をを 巧め •を 巧と して 巧 任 巧の 巧 會が巧 A て 明白に 規を されれ からでを わつ た •従つ 
てながの 巧 職 じ も 公み 巧 田に も •度は 化 ホを あに も ユダヤ 人が 大ぴら にを 巧した。 



一九 一と 年 十 巧 二十 Illn ポグシ ュゲ ィキを かを みを するな 中央を 貸を じは 子 一を の 
を 貴が 巧 巧した が、 をの 中 あ 半 巧の おを が ュダヤ人 でぁろ •ぞか 巧 風の 巧 脚力た る 巧 
謂 「ポリ トビ ュ — P —」 の 巧ぶ 員 お 名 中® 人まで ュダヤ人 であ クた •をの 四乂 とょ 卜 

ロブ キ— •ツ n リニ ゴフ •ジノ グィ エフ，々 メネ ブでゐ つた • 

かくの か < .曾 時 ュダヤ人は* をみ 政 巧の 上 みか子 のみならず.- 巧ず を 貸な 中 じを 
ま 要な 巧 力を 扶 おして ゐた •例へ ば ぞ命軍 巧を 巧を トロ ブキー を 始め •ス クブ ヵン タ 
キタち ヵメ ネフ •グ ，セブ •ペラ •ク， V クごュ ，ブト 等 •巧 じ 野戦を な 次 兵 
グ ニシュ フス キ •巧 政 部ち グン デ n フ •を 巧が を クラン ン のか さが々 たる 巧が の 人々 
は いづれ もみな ュダヤ人 力まは ュダヤ 系で みつた。 

また チュ 々(ホ 巧 巧 お) にも ザ クス 次 お •ヤ ゴタ特 巧み 長 •ペトロ グラ ー ド 組 化 巧' 
クブブ ツキ— •モスク ブ 化な 部長 プレス ラフ •をの 化チユ 々なつての 巧な ヨン レキ ブ 
チ ポ1>*1、 マ ンブ H フ、 パブブネ—. メ ツ シ ング巧も亦ユ ダ ヤ人モあづた" 

10 -? 
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次ぎ じ 3 ム ミン ブ グンを 牛 巧つ てゐ たもの も 巧ん どを なが ユダヤ人 にて •ト ロブ 年 
ジノ ゲイ エフは をはす をが な •コブ ブネ.. •ラ デブ ク • 3 ン •ピヤ トニ ブキ— • 
マ义 H 瓜 スキー のか さ. 成は 「プロ フイ ンブ グン」 の ロゾフ スキ— のかき も ユダヤ人 
である。 

ところが 巧 上、 ッ グイ H 卜政 巧を 牛耳つ てゐた 巧々 たる ユダヤ人を しくは ユダヤ 巧 
の 巧 力は 現 巧 何ぅ であるか？ を 巧 玻も注 怠すべき 巧 向は •不お 護 じ も ユダヤみ 力が 4,^ 
かを 時 じを てま し< 蹇 しつ、 ゎる 掛で & る •塞 Q A 》 ヤ乂 Q をは 旣 C 塞か 

らお はれ わ もの も あ々 •まね 「スタ ー ブン のを」 忆引ブ かかつ た 巧 中る 巧して 少 くな 
い。 巧 ホ •ッ グイ ユト政 巧の 巧 巧 じ ユダヤ 勢力が おして 永な L 巧る や 否やは’ お 化 五 
ヶ 年間の 巧 巧に 巧す れぱホ 常に 睹示 巧な 巧 もの かの わる ことが 巧る Q ； である • 



第 セ 章ソ職 邦ビロ ビじヤ 猶太 自治 州 


ブゲち 卜巧巧 中央 執 巧を 員を が •ビロビジャン 化 方を ユダャ 巧 巧 民の 巧 化 地 じ おを 
してから が 巧 巧 四ヶ年 じを る* 

この 中央を 貨 をの 決を は* ユダ卞 巧 巧 お大 ホの 脚に 非 巧なる 反 巧を 巧な し •ビ ロ ピ 
ジャン 巧 化のを みけに ならぅ と 巧 書を を 出す 泉が 巧 巧 しれ •か < て】 九 二八 年 五月 J 
n •助ち をが の おを がな まされてから ー ヶ巧も 巧た « ぅち じ •ゥクラィナ •白 ロシア 
の 巧ボや 巧々 の ユダャ人 巧をから 最 巧のを 化 民 六ち 名が 逮い捏 おの ビ P ビジ ャンへ 巧 

巧した • 

10 允一 



こ 0 

ッグ* 卜政 おの 右 ビロビジャンを ユグャ 人が 巧 地に おを のかが 巧 巧され ると 同 巧に 
ユダャん のグ グジ S アジ— おじ ユダャ 民族 まを がの 側から ホ 常な せおと おを を もつた 
惡宣 傅が 始められ だ。 何 化なら この ッグ H 卜 ながの かぶは •ィ ゲリ ス巧闻 まを ホるな 
のぶを 借 6 バンス ナナ じ 幸福な 「ユダヤ 固」 を姥設 しやぅ とい ふ 化 等の フブブ ショ 的 
貪 傅 じ •を か 的な が 巧を 巧へ るからで ぁる •か < て 「ビ n ビジ ャン 反 巧 •ッゲ ユトか 
麻な 巧」 のスロ ー ガンの 下 じかを 巧 巧 •巧を ュダャ 巧 脚は •巧つ てを 巧な 中な •課訪 
を 巧 ばし •巧 巧 をれ ち 始めた ので ぁつ わ。. 

一九二 八 年 五月 十一 二日 ュダャ 巧 巧 民な がの 移民 四が ビ P ピ ジャン じ 到を した。 彼等 
は 巧 乎た る 決 也と お 常な おがを なて •巧 地方の 巧 住民の ぁるな 助の 下に •をれ 程 巧く 
はない が 括な じ 於て】 霞 嬰な 地方に わける 巧を ま 義逃設 の 巧 巧的參 W をと なつれ。 

しかし この® 年 巧は •ユダャ 巧に を おめ 巧 ± ま勸巧 おには •巧 調に 巧 巧が がらされ 
わので はな かつた。 夕< の 天ぶ じ 見 おはれれ 6 •夕 < の 失 化を 繰 6 あした ろした •一 



乂 二八 年 じは 大煤 水に 巧 はれる し •をの 巧 年 も 巧が 程ではなかつた がまた 洪水に なお 
はれ •ビ & ビジ ヤンの 巧 巧に 一大 現 おを 巧ら した。 をの 上がな 荆が淹 巧し. ユダヤ が 
化ち の 家畜は】 匹 残らず 繫 され-持 化 ほの 家を の大 郁み もが はれれ。 巧の 他 じ もが々 
む 不幸 お 巧つた。 をれ に最 巧の ニヶ 年は、 を 化 事が が 計赏的 じが はれな かつれ 巧 や、 
をの 巧 街の 利用が 不手 巧で あつた ことを どを 非常な 禍 ひの 因と ホ つれ。 

すべて 右の かき 現み は •巧 巧の ニヶ 年 脚、 移住 地の 每 菜は 失敗を をね > をな 民は 非 
常な おが じな つね。 

この 巧 態を 見た ン オニス ト •ユダヤ人の プ グジ ョァ •クラ 1 ク 等は をれ 見ね ことか 
とば か 6、 を •の 失敗を 嘲笑し •自み 等の 豫 言が 的中した と 手を 打つ て蒋ん だ。 だが お 
巧の 巧び はち 横 さしな かつた •な 化 ユダヤ人の 喊烈な 自然との 閒爭 •なお 梢 化の お 化 
地方 住民の 巧な 的の 巧が •共 庸な槐 お 並じッ ゲィ H 卜巧 脚の お 巧な おお 等に ょつて ユ 
グ卞 ななおの 巧 巧は おはれ •等々 がビ n ビジ ヤンを なみま お 述設の 大道 じぶ て なすこ 



とを 得させる じ まつた。 

これを 巧いて •アグ ゼン チンから •八十 名の ユダャ人 巧 民閒が ビロビジャン へやつ 
で ホた •また ユダャ- <3 ンミ ユ—ン 「ィ ユグ」 巧 じ •化 ホ タリ フォグ 三ャ からの 巧 化 
ユダャ人の 荷物が 屈 けられた •をれ はを 笑 用 巧が •お 具 等で 巧 巧 一巧と 千 巧の もの だ 
つち 

かくて かぅ したな 力の お 巧 •漸次ぶ おが ぁげられ るに 至つた •同化 ホの おな 面 巧は 
1 九二お年じ 一 巧四千五百へ クターだつたが 】 九一一一 】 年には一一巧乂モ へ クタ—とが巧 
II 巧に 增加 しね •また 集 团舊柔 か 义运戶 はを 故の S み 六 厘で' をの 推 巧面賴 はを おの 
】 か 乂厘六 毛 じみぎ ホ かつね のが】 乂 S 1 年 じは 前 巧は と 巧 八 分* 巧を は 九が じ敌巧 

ち • 

同化 方の 田 巧に 抬 めて トブ クタ 》 が 現 はれれ のは】 ホ ニ八 年 だ つれが 今では 二百 ま 
な上のトブクタ》が， 田巧を»け麵クて&る。 つい二一一一年巧を， 牛巧を化ふのもゎぽ 



つか なげで あつた 靑 年が •今 H では 立が ホ トラクター 巧 巧手と しで •巧みに 法 巧し 巧 
から 巧まで 巧 女 化を# し •必 巧な 巧を にが 巧す る こと さへ 巧んで ゐる • 

今円ピ n ピ ジャンには 巧が トラクタ 1 •スブ ー シ 3 ンが ミケ 巧 •巧を 度 巧々 ケ 巧、 
集 面を 巧 五十一 11- な 菜 巧が 十ー ニ •巧 おな 門 裳 あが 一一 十四 設立され てゐる • 

一九 S 11 年 一巧 中の ユダャ 巧 化 おのな 巧は •五モ 巧 二十 五 人に をして ゐる •この 大 
部 かは 巧を^ 巧、 お 助を 巧 •工場 •手工 柔 なを じか 入して からいて むる •この 0 年 M 
じ. ユダ卞 人が 巧が 十】 でき •ユダ ャ材ッ ゲ玉卜 が 旧つ •ユダ ャ乂學 巧 •クラブ •な 
化 ュダャ 人文 化、 政治 巧 化 巧 w が設 ホされ た- 
また ビロビジャンには •巧に 二 年 前に 塔柔 お術學 巧が おけられ 、ユダャ人 ロシア 人 
巧お乂 、ク クラ ィナ 人 等. の 巧ら しい 有資が 巧みを がまぶ されつ、 あるが •巧 お 巧】 回 
の ホ 巧 生を 巧 巧を 設の巧 巧 じを b 出す 答で ぁる。 また 本年 中 じ師館 巧と 巧 巧 巧の 二を 
访學 巧が 巧設 される をまで ある。 普 池 おなお 育は 學が兒 を 並に 未が 學 の學齡 をな へれ 



まの 义お あみを 巧を して ゐる • 

ピロ ビジ ャン 地方は まとして を 業の 巧 巧に 巧 力され てゐ るが、 同時 じ エ莱化 •エホ 
巧が の连設 にを 注意が 向けられて ゐ る。 

巧が 菜 •雲せ 料 S 造エ菜 •量 物 爱エ莱 の 蓋 ホに 夕大の 逢る を おす ミ 
ン ガン 夏を 蹇 とする 冶 空 菜§設 — 之が 巧 一次 五ヶ も 計 藍 Q おゎ 年から 巧 二 

次近ヶ年計}^4 へ かけてのエ萊を設巧業でぁる。 

を 露 中央 執 巧を 員み が 部會は •この 程 次のか^ 決ぶ をした C 「一九 半 ホょ でに， 
ご ビジ こ 化 ホを 受冀の 一霞 羣 とする ユダャ人の s ちが 政 的 —— 巧 主 
的靈 として か 11 する こと •"シアを み 塞 ッグ T 糞畏巧 (RSFS 民) 闽家 
卽 まを お會に 巧して* 孩巧 地方 お 巧を 貨 みが、 ビロピ ジャンの j 九 一二. 二 年 巧姪汾 み R 
巧が 巧 字を 巧ぶ する やぅを 巧す ぺ きこと を替 かす J 

この かを にぶ さ ビロビジャン 姪 巧 巧な 巧 制な おは 媒 ぶされ 化 おされた が •一九 云 二 



年 巧の 同‘ 地 じ 巧す るな 資 義は亭 暑で をのを 二 倒は' エ 柔お設 巧と なつて ゐミ 
ろた 本 丢に暨 C 奮す る ユダャ 雰民 s なは I 留 モ人の 蹇 で、 本 年末に 

もけ る ビロビジャンを 人口は ホ 巧 二 千 人になる 答で ある。 

巧 塞 舅靈臺 Q 《芝 ィシ Js 星离寞 塞 王 名が 畳 C 浪遺 されて た 

てゐる • 

塞 巧 毎臺 巧は •この S じご ビジ ャン 共を 窒 巧に 巧して •.同地の 巧を ま お 

巧設 になて 巧 固ね る 方針を 巧へ た • 

この S 巧 支 巧の おかは •ビ n ビジ ャンの 巧を 的 •巧 巧 的 じ 大きな 意 巧を もつ ホく の 
み 苗 的な ホ 法を 示して ゐ る。 

それには 本 まじを 合 家 養生ち お 灰 去 •を 養 复重巧 •璧 賽篡 

エ塔 巧のを をを 巧エ する こと •手工 菜な 巧な をの 生まみ の 巧 化を 巧 現 すべさ ことを B 
示して ゐる • 



一ニ ハ 

また】 九 一二 一二 年中に と 巧へ クタ ー の 主 化に 巧 用 すべさが 巧 工事のを 巧を 巧を してな 
る •ビ P ビジ ャン 化 方の 中 ふ 化じッ ゲホト をが を 建設す る 巧 •.な ホが 巧、 巧 か 巧' 五 
ち 室な 上の ホブグ •を 巧 巧 校 •巧 お •巧 •ピラ 河に お烫 •お 力 巧の 绪設 •- バロ フタ 
ク とのを をみ の 巧を •ピラ 河 じ 船舶 巧輸の 設祖等 ♦もがを されて ゐ る。 

ホ 巧に 巧產黨 S 東 支 巧は 「巧 两のン 3 ゥイ 三ズム おじ ± 地の 反 ユグャ ま 表との た ゆ 
みなさ 巧爭 じまいて •ビ "ピ ジャン じ 於け る インター ナ シヨ ナグ 的事莱 をな 善す る こ 
と」 を纪 » して ゐる • 

ビロビジャン 化 方は を S 巧のを お 巧の 巧 巧を •巧 巧 民 大衆の な 誰を 得ながら お 巧 巧 
巧 巧 支が のが 巧の 下に •を 力を ゎげ て 巧 おに ッ グイ ユト致 巧の 巧へ たるな 超を 實巧レ 

つ、 ある • 

二 



.ビ n ビジャ ン 地方を 巧勞 ユダャ人の ft をを 鼓 事業の ためにみ 離し •直つ 同地 方に 巧 
まれた る條 かの 下に ユダャ人の ほ 巧 的が 致 的 巧 ± 的 巧 化を 設固 する 体に 曲す るッ ダィ 
ホト政 巧の か 巧が 採 巧され てな ホ 本年 S 巧を 0 てが 四ヶ 年に 逢 しれ • • 

現を では ビ 6 ビジャ y に 巧け る ユダャ人 自治 巧 設立の 閒 題は 巧 じみ 巧 的な 巧 巧を 帝 
びて ゐる •をッ グィ H 卜 中央 執行を 貸を は 右に 巧げ じッゲ ユトを 巧の み 巧を 巧な さサ 
て •昨年 未に ビ "ビジ ャン じがけ る ユダャ人の 巧 か 巧 位設化 巧を 規を すると ころの 一 

クの決 巧を 採決した • 巧 み 謀の 巧】 巧に 曰^ 

「《 ンャ おを ま 萬 前 巧 ソゲ H 卜共か 聞 巧 家計 畫 まなを 化に S 巧 地 巧 お 巧を 負を に夕 
して、 一九 云云 年末までに ビロビジャン 地 かの 巧が 內 にお 巧 地な の 一巧 成 か 子と レ 
で ユダヤ人の 巧を 的、 地 巧 的 自治 巧 位を 紐 巧す る ことを 目 巧と して •ビロビジャン 
地 ホに わける を 菜 的 义化的 違設毒 まの 凡ゆる 部門に 互る 一九 sll 年 おじ S 111 年度の 
が « み 字を •ユダャ人 巧 巧 お ± 化を 现 をはを の參 加の 下に •をら じが おする 摸提巧 
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ずる こと- 

こ のみ 謀は 巧 タユダ ザ 人に 巧す るツ ダユト を 巧の 民 巧な 巧 じ おける 巧 剣を る 一つの 
巧み 菜で ゐ つれ- 

この 極ち 地 抱の 一巧ぶ々 化る ビ & ビジ ヤンは 同地 ホを 貫流して アム .1 グ 河に なぐと 
ころの ビラ 河 (長さ S 百 巧) と ビジ ヤン 河 (おさ 二百 巧) からを の 名を をけ たもので 
わる。 ピ n ビジ ヤンは アム— グ 河を 隔て、 巧洲と 巧して をる。 をの 總面 おは 約 四 巧ず 
サ 巧であつた が •をのを 地 K がの 化 巧に 巧して 大愤 同等の 面 巧が 追加され たので お八 
巧 巧 平 ホに 速して ゐる •この 乂巧巧 ホ 方と 云 ふ 巧 さは 巧 名な 致 本 ま 巧 的 ユダヤ人 困 パ 
y スタインょりも 巧 ミ 化 大き < •アイ^ランド 自か阁 •ペグ •ホー、 オランダ、 其 化り 
3 1 ロブ パ 諸阁ょ 6 もを かに 大 さく • ^ンガリ！、 オースタ ブー等-^巧々同 j の大き 
. さで ある •をのち なは 大ほ ウクライナの リコ フや ポリ タフと 巧 巧で ある •ピロ ビジ 
ヤンのを はなを で 雪が 少な < •ホは 巧 巧 しれ 巧 差しの 巧る い 時期で > 巧は 巧な がしく 



巧は 巧 じ 遲<來 る •地 巧は 極めて 化 巧で ある •但しを のを 巧には 巧 夕大の 巧 力を 巧す 
る。 (無用を 水を 巧す •へさ 水路の 两投 •を 採の 開が 等々 がそれ である 〇) お 林が ピロ ピ 
ジャンでは 巧大 な面埼 をち めて & て •多る の 巧 巧材 巧と 輸巧 木材 —— お 巧 •か 巧 •植 
-巧、 巧 揉を々 I を 供給して ゐる • 

ビロビジャンでは 巧 巧は かを •米、 大直 をの 化のを 作 巧が 生育す る •又 巧 巧 巧.* 
ゾ ィチゴ 等を 產 する •この 化 多を の 巧を を產 する 巧大な 草地 も ある • . 

ビ n ビジ ャンのを もを おな 特 なは-同 地方が 巧 じ 化 巧な を柔化 方で ある ばか 6 でな 
{•が ホ 巧 束 化 方の 大工 柔の中 也 化と をるべき あらゆる おかが 俯つ てを る ことで わ 
る •化 巧巧査 はを 巧抬 まつた ぱ かろで あるが •をの おちに ょると 巧を お 山 化には 巧ぶ 
w のかが 埋 度され てを る. ことが 钟 つた •又 エ柔 巧が ある おの 鑛巧 •砂を をの 化 巧を « 
の 所在 も 仰 巧し •おお w も » ぶされ た •この ことは 何れも# ホ ビロビジャン において 
大 H 菜の » ちずべ さ 巧な をを 示す ものである • 


この 廣大 なを 巧への 移民 ホ柔 のを 巧の 巧 巧は 巧 も 困 巧 ホ もので あつれ •何を かも ネ. 
く 巧め からを 巧し なければ ホら を かつね •道 巧を 巧 段し •获 がを 巧ら 巧き •み 崖を を 
かし •巧 千へ クタ I の 巧 女 地を 化 fi し、 ち 蟲と戰 a •巧の 化 巧れ じが 团農柔 や 手工な 
合を ななしを ければ ならな かつれ •しかも これ 等 巧ての ことは かめて この 主 化に ホれ 

をく お 經を人 Q さ 借 A て-る 寞ま 地の 走 や ミ h W なら ミつ ねの 

•である， 

然しを がら 田家と を 種の ッ ゲィ ユト 化を 曲な おじ 巧 外 ユダヤ人 プロ ン タブ 卞曲 巧、 
おに 「ィ 3 グ J のホ大 なる ま おを をけ て •このを お 事業の 最も 的 巧 なをみけ はやが 通 
してし まつね •現な ビ n ビジ ヤンの 巧巧內 じは 巧に 六 巧 人からの' ユダヤ人が 化んで ゐ 

る •致 房 0 蹇 含 A 場 も 作ら 巧 六廣 莫 苗 重手 塞が 窠 •手 案の 大 

H 巧 もな® 所 (まじ 木工 柔) な 巧され •大を かお も巧來 •トラクター スブ I ’ ✓ョン も 
化 織され、 ホ a の 义化的 お 育 巧 お及び 巧 巧な 两も 》 はつねので ゎる • 



を ッグみ 卜 中央な 巧を 員を がが 會 はか、 るが 勢の 下に おいで 一九 ss 年 ホまでに ビ 
々ビジ ヤンに ユダヤ人 白 お 巧を 化な すべし とを ふか 幾を 揉 かした ので ある •すを はち 
今 巧 ニケ 年 巧に 巧 四 巧 人の 巧勞 ユダャ人が ビ & ビジ ャン じを 民され るが •をれ はお 团 
度 お •西备 を お及び エ柔の 巧に 沿 ふて 巧 おされる ので ある， この ニケ 年 晒 じ、 ビ n ビ 
ジャンと を ふ ユダャ人 自お 巧が 巧巧裡 にを 展し巧 •へき 姪 巧 的、 文化的 •化會 的ぶ 巧が 
美 かれねば をら 但の である。 / 

ミ 

ッ ダィ ユト巧 巧の 中央 お 巧を 員を がビ n ピ ジャンを ユダャ人 巧夕 まの 移住 化と して 
撰を してな ホ 僅か じ巧ケ 年し かおつ てね ない •又 中央 執 巧を 員せ とを のかが とが、 一 
九 sill 年 ホまでに ビ n ビジ ャン 化 方に 巧を 上 及び 巧 ± 上の ユダャ人の 白 お 巧を 巧 化ず 
ると 去 ふ 巧 巧を 找 用した のは やつと 半年た、 任を のこと である。 



二 一二 

がるに 今や ビロビジャンは 巧 おがから 經 巧の 華 巧 さ 誇つ たす ぱ らしい 化 おとなら つ 

、あるの だ •をに をろ 筹 豊かち をは か 泣 •襄 •魚類、 毛ぶ •終 物 等々 を お 
し < を する 大巧 巧 地 お忆遵 じつ、 ある。 

な 十 巧へ クタ-- に 及ぶ 巧携 たる 削 巧には 六ヶ 巧の 网を层 巧が な 城 されれ •巧を 搜巧 

には 肉 單一辛 害 頭 •華 喜 頭 •震 二 量十嘉 •巧 膝 養 頭、 巧 五 富が あ 
ミ 国 霎畫は 一九 一二 一軍に 紧力鷄 舉一曼 辛 個に 季 るが 化 巧を 設け •巧替 

をが 當 おは】 千 S ち俩 のが おを 姑つて ゐ るが •をの 陳 まの 巧额は 昨年 巧に 巧で 巧 じ 十 
ホ トン にました， 

旣じ 「クグ ドへ ィム」 「ビロ フエ グ ド」 及び 「アムー グゼ ブト」 の S ヶ 巧の 巧 民 苗 

巧な 巧と 共 巧を 巧 「ィ n グ」 がな 巧され た- 

この ビ C ビ ジャン 地方の 家畜の 趙巧 なは 二 巧 四千み 巧 S 十】 であるが， 巧 巧を の 頭 
たを がかす るれ めに 西が ッべ プャで 乂巧斌 の ホを 巧 ひ 入れた • 



を菜巧這及ぴ>3$ ふーニヶ所が投けられねが’ 二た竺夏ををれるトブ 
クタ ふ蒙當 して ゐ& 。一九 一二 一年 巧 Q 望 面 巧は 二 買 千 各 八十 一二へ クタ— 
で 本年 营は 一二 畳 千へ クタ 1 C ます & •ま 民は ま 八 ミで 證化 5 れ て居ク 

ー ホ 移 化 おの ぅらじは 個人 庭 おは 巧 無で ある" 

堇 山脈 Qt 忆は畫 み 富が &&Q で •窒議 宴と し 了 二十 賣をま 

巧す る 巧と をつ た • 

ユン ド n には ッング ，ス巧 じ 巧つ て委 蓋が 雲され ラズ •トッ 三 村 じは を ホ. 
會 なかを 設 されて ゐ る。 

■ 

ヒロ ビミブ の*^ 也 じある チ， ホン々 ャ 時は ビ n ビジ ャン ホと 寡され ただ、 あ 巧 

では 巧氣 ぁるせ み義 ルが ホと なつち 同 巧の 人 CI は 四千を なち 雲を 巧は 客人 

な 上と なつ ミる •暑 接棠賣 去が t、 亨奪靈 0 盡 と、* ブグと 

屏の おらと を屋が 霞 中で f 至 お 0 お累會 0 まを 巧 かれ T 居る •ビ でビ 



ジャンボ じは 專円程 おの 巧 巧 ホぶ、 トラクタ 》讓 巧が •百 香 巧が あろ •こめ 化に 文化 
の 家も瘦 おされる ことと をつ て 居る。 を おのま ホを 巧す ために ビロビジャン 地方 じは 
ぶ 巧一戶 0 住まが 巧 ホて ゐ る。 

ピロ ビジ ャン 地方には ユダャ人 ホ 校み、 巧が 人を 校 五 •ク クライ ナ乂巧 校】、 巧び 
±着お(ゴグド乂)學巧二が巧ホてゐる。 

ビ ロ ピ ジャ ンの巧面巧は四巧萬 へ クタ1である《 この地方の十：を民乂口はーニ笛八千 . 
人で •ユダャ人を 民】 巧 二 千 人と なつて ゐる •一九 一二 一一 年度 じは 一巧 四千の 勘勞 をを 
を おする 巧を であるが 旣じ 一二 巧の 半まで じ 五 千 人の おはを ぶた。 

ビロビジャンのを 巧 事 菜には をッ ゲイ ユト 同盟が 參 加して ゐる •白 ロシア ッヴイ * 

卜 みか 田の 中央な 巧を 員を はこの ビロビジャン 巧設事 まの 指導を して ゐる 「クラスタ 
イ •プチ ロ 1 グ エブ ブ J •「クラス タイ •トンク 1 ゴブニ ブク」 •「ポ グ シエ ゲイツ ク」 

等の ン ニン グラ I ドが】 巧 エ巧巧 巧 巧 化を は、 ビロビジャン にわけ るを 設尊 おお おの 



わめじ巧遺され.&^をの化表関の巧吿じょつて 「ク ラ ス ヌ ィ • プ チ 甘1ゲ ユ ブ ブ」 の巧 
A 者 達は ピロ ビジ ヤン のれめ じ トラクター を 二 祟が 設 してや つれ •ォ デブ サと ミンス 
クの巧 巧 化か 巧 誰を ビ n ビジ ャンへの 巧が 巧 化を を 振 あした， 

ビロビジャンへは 資本 ま お 諸国になる ユダャ人の 勸夕大 ホが 巧れ 这ん でゐる •アメ 
ブ 々や アグ ゼン チン や •ラト ゲィ や •ド ィブ や、 ペグ ギー等 じある ユダャ人 勘 巧者が 
巧な をのを 巧 脚には •ビ p ビジ ャンへの 巧 民を ホ 望す る 巧 千 覆の ず 巧 や 申 巧が 巧 巧し 
V* ゐ る。 

ビロビジャンは 資本 まを じ 巧す る 化を ま 巧の 一つの お 旅で あ A •それは みま 巧の 指 
薄の 上 じ お 巧 巧 殺の 化を ま 巧 化 會を巧 巧して をる ところの 化巧プ n ン タリア— 卜义巧 
皮の】 つの 巧 巧お姥 にぶられれ ので ある* 

ビロビジャン 面 太 乂自お 化 巧は •かくして ユグャ 巧 巧 おの 天闻 とし ゴ •を 巧は ホ 巧 
む 巧 待を るつて •をのを 巧 か畫 のを 巧に 巧 おした の だ •巧な •巧 ま 十 年間を のを 巧は 

ニ ミ 



現 資する か忆 おられた ので ある* 

巧る じ ユダャ人は 元 ホ 巧を 居な をが ホい •巧に ッゲ* 卜 なが じ 於いで はな 近 郁 ホの 
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